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東京都千代田厘丸の内（鐵鋼ピル〉

大阪市東匡北演三丁目五

門司市′i、森江(禰鋼金鴎内）
苦海麗砺蒋匿謹爽_葱{瀝藍F誠鐵瀕謡ご…錘WWY需冤露

東京支斌

大阪事務所

九州出張所

９
、
ｈ
０
１
１
１

１

‐’－－一一一一一一一一一一一



壷一一一
一一一一一一＝

雪
一
言
回
懸

技術善
驚箪．

ぺへ~~..．~｡，
誰〆｡、.託

“．､､､･鞠

章 蕊
,、

篝
鶏

／
鍵
《

役
■
Ｐ
Ｐ
。
、
』

…
い

い

仔

魂

兎

弘

罪

， 蕊
簿蕊

、
＄

；蕊認詠蕊爵蕊溌

蕊
鋤

取締役牡長手塚敏雄
本溌祁揖市生田逼東川崎町二ノー四電話湊川7530～9

東京支店東京都港匠芝田村町一丁目一番地ノー(日比谷ピﾉﾚ）
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スI､カーに依る完奎燃焼炭費節約
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萄／IノカワマIノンストーカー

雲ノIノヵr7儲蜜鶴オィルパ'一ナー
オイノレプレッシャーージェット型。ワイドレンヂ型

重油燃焼装置及設備一式

彗 讓御瀧川巽場
本雄東京都文京唾初音町4電話(8510241｡2206｡5121
代理店淺野物産株式會職

’
I

菅



匠

兵､i邪－，．．．’、2－1『:19も,苫戸稚凸:‘j均一電･･･気■国

守一

q

J

瀧 蕊耀
藤篶調
鯛舜認

職

I鮎高宮用各種塗料
”蕊翼憧健気熔接棒
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社東京都千代田区丸の内ニノ三(東京ピル）

店大阪市北区絹笠町四六(堂ビル）
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◇能美式煙管式火災報知機

同自動火災報知装置
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●東京機械株式會誠製品
（董鶴株式會牡濱田工場）

議 溺蒜舞鐡
東京都中央塵日本橋小舟町二丁目一番地

‘電話茅場町（66）5780.5782.5785.578風直通5218
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機間運韓中でも回数が墹減出
來叉ポンプエレメントの取替
えが出來まず。外部から簡軍
に微細な油最の調節が出來ろ
油逓調節装置をつけました。
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水銀を使聴脇癒隔式水位計完成｡″

日東遠隔誘導式水位計はｲﾗー内の水位I
国東水位計の艤憂

0愛化によって生ずる，發信器内の薄棋の雨11
面にかかる水座の鍵化を利用して誘導コイリ
ル内の鐵心を上下させて誘導コイルのリア：｜
クタンスを愛化させ，これによって生ずる＃’
電流鐙化藍遠隔の表示器に指示叉は記録す：｜
る撰に.したものでありまして，從來使用さiIW.
れております水銀U字管内の浮子によってリ
鐵心藍上下せしめる誘導式水位計に比較し’，へ

て次の利鮎を持って居ります。ア‘､

1水銀遥利用しなし､のて従来の如く操作遥誤61
っても水銀を吹飛ばし便用不能になる事はト：
ない。！．
2水銀U字管ではU字管が傾斜すると水銀面､

鍜篭雛蕊好謹署籠諺鍵r
ピッチングのある舶に最適である。

、－:．一一箇藻種目一
÷侭廿:奇浮E

i'

鐘會職騨雰鰈油量計＃
流量計、

町二二 重氣式回韓計I

剥1m賞置蔵WI

Mm職I.咄

'r馳脇疏小
背馳H;認＊

ポ

i
フ

田
切
師
寺
戚
市
口
埼

恥
恥
稗
拙

３

ザ

溌
錦
Ⅲ

』

言
一
弓
１
１
１

氷
位
愉

■
１
０
■
日

一

ー‘一－

日東電機株式會献
東京都新柄厘若松町二二
電話九段（33〉8953 ’１

１
Ｉ 7●野兎酔一e－q幸勾？､



１
１

一

FR衡機の鋤鍾j：.．_．.‘:：

フルード式馬力試験機・木材試験機

■■
庫＝Op

Bp
ロ
■

亭
■

I

■■

ト

鴎

秤

金
發
吊
其

材料試駿機。硬度計

條試験機
●一一

h

鐵掛台秤・貨車掛・自動車掛衡橋
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蕊株式鯵釧
本蔵東京都中央唾日本橘江戸橋1丁目i3番地

電話日本橋〔24＞2178．2‘179番
醤業所東京都撮川腫北品川4ｺ‐周516霄地

電話大崎(49)i88今。1883．1885番
販賓所東京都中央麗木謹町3丁間2番地

電話京橘(56)4441°冬599"
大阪出張所大阪市東厘今播2丁に11，番地

篭話北濱(23)3d31¥
壷岡出張厨輻岡市雁綜町iO霄地
電話西〔2〕48番
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東京都墨田区隅田町2丁園
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製造種目・造船用厚鋼鈑･"一般普通鋼鋼材・各種鋼管
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粛然夢r裟幕覚

棚藷塞岡
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東京事務所

悪締隻平岡 富 治

尼崎市中麓新田

電話尼崎3010～3019

東京・丸ノ内・丸ビル681厘
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船晶争

蓋船所

大阪商船

新三菱重エ・孵戸

全長

長〔燕〕

幅〔型〕

漆〔〃〕

吃水・

總噸數

載寅重塑

載貨容職〔ベール〕
船級

主機三菱紳戸フ

州力

趣力

進水

約144,93nl

134.00m

18.80m

11．80m

8.70m

約8,40C噸
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約14,000ms
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18節
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大阪支店°大阪市南厘大寶寺町東之丁41電話南（汚）7024
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用途
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製作ォ－，、ル機雷工籠株式曾満二

雷 菊
酬
一
毒
し
】
Ｊ

ン
哩
一

凸
一
一
一

厘
三』 ’89

Qワ
画

ﾛ｡‘．.L･穴4二・.一.--口’--..当串－1･･~~ゴー~.一一,~~.｡一一一一一~－－÷_~一一

束 京都中央睡日本摘呉服描三ノセ
建物ピル四階瞳．（24）2465,6600,4619,4670～i
大飯市東･匪京繊三ノ三二ノー鼈・束（94）0289,34碗

本鮭

支店

《

■b酔



！

I111MIlilllliliilllll111lllⅢⅢllllllllllllllllllllllllllllll1lllllllllllllllllllilmilllllllllllllll1lllllll[llllll111lilll1

壹
面 花 丸

大同海運

三菱造船。長崎造船所
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三
所船

船
造

長〔垂〕

幅〔型〕

深〔〃〕

總噸数

重量睡

速力

韮機

出力

貨物砿容穣

船級

起工

進水

竣工

132.0m

18.4m

10.2n1

・約7,300噸

約10,185確

約165節

7MSヂーゼル機關1

5,250B.H.P.

14,950ms

NK,AB

27－7－12

27一10－8

27-12－末豫定

電動発

発電

交。直流

直流電

小型回

管制器。

発電

動

転機
配を毒同型

機
織
類
盤

山洋電鎬樵式薑耐
本誠東京都豊島区蕊鴨六丁目一三四

電話大塚（86〕0239.0301-0302‘

ヱ場東京．上
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優秀技術を誇るロイド．AB.NK。規格品

船体用鋳鍛鋼品。主機用鍜鋼品

各種鋼飯。丸棒。特殊鋼

其の他：ポイラージンク及舶用各種非鉄金属

SciakyBros・の船体熔接機

日曹製鋼株式会社指定代理店
ScjakyBros.MIIc･日本代理店

雛撫糠式憲嘩

本吐東京都品川区南品川1－207
奄鑑大崎(414863．2864．6946

出張所名古屋市中村区廣小路西蛾2～4
電詫本局1903
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東 京工大教授板谷博士の

サ カヅイシ…“⑳時許

ギャーポン認

舶用各献ｼ卿作

秩式会示土

グト野釜載工
挙戯新潟市柳島町四丁目

霞話7440，9450，5975

総代理店浅野物産株式曹賦機械部
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由 槽風船"か りほるlこ め丸
、

1改造 日立造船株式會牡
設計､部

について

リングを起し，･火災の篤，上部棒造物は，折れ曲った鐵

骨を残し，殆んど焼失の状態であった．・

改造に際してば最初船主の御要求により,重量唾を更

に増大する目的で、中央部で12米引伸しの計遥を建て

た．ところがロイド船級協會歪は湿度の關係よりL/D

が大き過ぎる理由をもって，許可せず,結局L/D(::14.0

を限礎とし，6米の引伸しを行うことになったものであ

る．本船の主要要目(§･次の通りである.括弧内億引仲前

要目を示す，

全長 166.19M(160.17M)

垂課開長 158.42M(15240M)

幅（卿）
1981M

蕊（籾）
11-28M

満載吃水 8.983M(8.850M)

總噸数10,510､31T(10,051T)

純1噸数5,930,76T(5,821T)

戦蟹霜逓14,579.45t(13:740.78t)

瀧散航海速力(經濟‘鴨力）ユ4>fKTS

1，繕言

日立造船櫻鳥工場こおいて，昭和26年12月4日着工

その間昭和27年4ﾉ161］我が函最初のテスI･ケースと

して船腱引伸し作業方施工した汕蛸船rかりほるにあ丸」

(日本油.牌船K.K､-藍｢極東丸｣）か8月30日好成績をも

障って公式試迩蝉なおｵ>り，9月5日船主涯引渡された．

目下ペルシャ溝ラメ歩ヌラヘ向って晴の魔女航海の途に

蝿る．

本船は遊名「極東丸」と稲し，船瞭，主機賊共，川崎

重工業株式禽献にて製作された油稽船で昭和9年4月に

進水，10月竣工となって賑ろ．1944年（昭和19年）比

島キ.,、ピテ蝿池:二て爆沈されていたものを，比島サルベ

ーヂが引揚げ，日本に11:!;航して，日本油牌船株式會牡が

購入し，日立造船櫻島工場が改辿修理庭鱈ることになっ

た．以_Iが本船の概略經紳でき,馬．

本譜のI｢1航常岬さ，:慨潜L;ﾉ損ｲ野《号，左舷船籍後方，船

側外板に約10無二.l"~,破孔を最大とし，無数の大小砲

弾孔が熟注し,MAINDECK(3．熱い鱈，大きくバック

０
．
日
■

1．ヵ‘9ほる{こあ丸工場藩岸時の全県．（昭和25-12-10)

］079

’
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2．ブリッジ下部の‘惨炊，着工前(26-12-12)

貨物油聡容債(96%)16,753.90Ms(15,454M3)

燃料油鯰(96%)2,016.87M;

清水鎗369.64t

貨物油ポンプ°鍵型ウォーシントン式
300T/H×105M4¥

乗 組員65名

主機械川崎MAN8000馬力
デ：一壱ル機關1基

船級．f･100AI<#CARRINGPETROIEUM
INBULK'',｡fLMC
NS,MNS

2．船殼改造エ事

本船の船殻改造工事管大要次の如きものである．

（1）船隈を中央部にて6米引伸す．

中央部誤ンﾌ゚ 室後方FR66%にて切断し，引伸臨

所に油離を左右，中央と3箇新詮する．筒船隈の
長さの増大に伴い，殻級協會の要求する補姪工聯
を資施する．

（2）船薗裡をDRYCARGOHOLDの後端隔壁ま
で約12米後方へ延す。

乳甲板船首部の惨朕，着工前(26-12-12)

ー
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4．紹底の惨状，請工前(27-3-17) 」．

（3）船橋鯉前後端隔壁を斑閏する。

（4）砿損，揮孔の損傷を修理，復醤する。

（5）火災による歪を修理する．

（6）改造に伴って生ずる工蕊を完了する，

3．船證引伸しの爲の補彊經過

船鰡引伸しの經織を今少し詳しく述べ為と既述の蟻
り最初12米引伸しを計謡した．船禮の高さが増せば富翼
一一

仁’ ’
I [二二Lョ ’

、
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端 弓クらZ』f雲鐸j鍾勿ク父夛 FIP

上申鞍

第2画かりほるにあ丸絡髄6米引伸し部分略圖
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然曲げモーメントも増し，縦遥力的な補眼

を中央部1/2L間に亘って考慮しなければ

ならず，叉L/Dの比も13.5のものが14.6

となり，現在のロイドの限度14．0を超え

る爲相當船禮狼度の黙を考慮しなければ

ならぬことになる.即ち船燈の澆みを考え

に入れねばならない．

ここに長さを］2米引伸した場合，必要

な船鴎のIおよびI/yを求めねばならぬ

が，これには色冬な方法が考えられろ．例

えば原型のIおよびI/yを基にして，引

伸し後のものを近似的に求める方法，滿載

吃水線規程のfBdより類推する方法等が

あ尋が，本船の場合次のような方法で計霊

を進めた．即ち長さば引伸し後の長さと同

一長さをもち，深さはL/Dがユ4に相富

する深さで，その他の主要寸法は本船のも

のと同一寸法をもつ船を假想し,LRに基

づいて，この假想船の中央切断岡を蚕き，

そのIおよびI/yを計算した．次いでL
/Dが14.6の場合には，この假想船と，同

等以上の湿度と剛性を持たせば充分である
と考え,'2米引伸しの場合の縦遜力および
補握方針が決定された．ところがロイド協

曾としてばいろいろ鹸討された結果，本船

の油鎗全鐙の長さが船長に比して小さいこ

と,L/Dが14以上となること，船が建造

後相當年數を經過し，かつ長年月の座礁の
篤，船禮に悪影響をおよぼしているという
理由で，’2米引伸し案はついに認められ
ず，鍾々 折衝の結果6米の引伸しで許可さ
れることになった、L/D"14である.．
具臘的な補遡方法としては，協會の意向
もあり，甲板面には片舷二條の二重板を張
り詰め，船側油聡丙の船底に各一條の特設
縦桁を設けることになった．
改遼mittiよび欧遥後のI/yは次の通り
になる。

改造前改造後
L 352.40M158.42M

B 19.81M19,81M

， 11.28M1138M

d8.85M8.93M

I/y7,808,5289,660,420

標準遡力に對する割合1．2171.249

~軸…

戸

員入渠，損傷外板肋,屑.取外し（船尾部)(27-3-17)
一･寂■ !-J…・位

毬

I

7．船概引伸し工辮『Fロコモチプ。クレーンにて副離し中（27-4-．鋤

1081



8．引伸し工事中（27-4-6） 10.外仮取付作業(27-4-2I)

具引伸し筒所（白い鋼板の部分）（27-4-6）

1082
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11.外板取付完了(27-7-5)

次に舳鎧引伸し作業であるが，引伸しの馬の切断繭は

ほぼ船の中央部で，甲板，外板の籏縁の都合で，多少の

凹凸があったが(第2岡参照)'大禮一様に近､､状態であ

った．引伸し作業ほ船渠内に進水蕊を設置し’進水と同

様に船首部をiこらすようにして行われた、移動重量ほ約

2,000tで，牽引はロコモテイウ．クレーン4蕊淀用い，

約60tの牽引力を必要とした．筒本船は引伸し前には’

中央部で約120粍ホギング状態に歪んでいたので，引伸

し作業こほこの歪をも修正するよう考慮が桃ｵつれた．そ
の結果，引伸し作業後には約20粍のホギングMk態の歪

にまで直すことが隅来た．

4．－般配置

本船の一般配置催別間に示す通り､でま>馬・

本船ほ船首櫻，船橋鯉，長船尾攪を有.する三島型であ

って．磯關室瞳船尾庭あり，その後部上方に補助罐3罐
を有する．

母

、嘗轆譜蕊溌鍵謹識蕊篭鷲灘鐸韓鞘

13．縦装工事朕況（27-7-31）

蕊

1083

12．慨蕊（27-7-5）

前部は貨物汕鯖が二條の縦隔罐と，多數の横隔躍で，

新設三油鎗を加えて22側の汕鮠に随劃されていあ．

汕砿最前部雨没は特殊油積絞明の馬＝ツフアーダムに

園まれた二電鰐造の油鎗となってい易･船橋磯後部中心

線に主ポンプ°室があり，前端こ補助誤ンﾌ霊を有する．
船首部健三屑の甲板で，下甲板~ド中段に大きなDRY
CARGOHOLDがあり，船前砿上より積載するように

なっている．

燃料汕臓さ機關掌下部二電底，機關毒前部深汕脆の溌
備の他ヤニDRYCARGOHOLD－ド部に大型豫備油臆
布"有-ﾘー'ず，．

菱潅水雌も二軍底にあり，浦海水舳鐡一部船橋礫を除
心､て船尾に位詮する．

〃潅配壷(ま船橘賎および船尾に設けられ,船長,船主，
一航，無線關係，事務竈が船矯盤にあり，描室蕊室話
除L､て，全部船尾酸甲板上~ドに配置されている．

~串

篝
14ボイラー積込作難(27-7-5)
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灘溌鶴

15．再・入渠（塗装完了）（27-罫3）

16．公式試蓮聴（27-8-30）

1084
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17．ブリッヂより羅首部を望む（27-窪5）

5．鑑装

まず貨物油ポンプ．關係としては，主ポンプ°室に300

Ms/H×105M横型ウォーシンI､ン式4蕊詮有し，スト
リッパーポンプ°として70MVH×60M,40MS/H×100M

の竪型ウォーシンI､ンを各1蕊，排氣ファン200Ms/M
唖N×38MM1蕊を設備している．街補助ポンプ室にほ
ピルヂパラスI､錐重油移動ポンプ｡80M::/H×35M1蕊，
清水ポンプ40M3/H×30M1蕊をもっている．

貨物油管は各油艫個別式で，主管ば龍丙15"，甲撰上
'2〃で，スI､リブパー管は4''のものが使用されており，
脆内パルプはREACHRODで甲板上より操作する．油
鯰内加熱管は100M3に對して4M3の割合で鍔鐵製フイ
ン付加熱管を用いて効率をよくしている．各油鮠には
4‘′のベンl､笹を設けプリーザー弁,VENTHEADER
を通じて纈頁部に逃がしている．

鮠内職零は各汕鮠’箇の割合でバタワースロを設けて

：:画：:画

本社東京都大国区上猛&･可九六九

曜濫荏源（08）1490番

本章凍恵都大田陵〃『町六
電話祁廻《03）2033詩

鋪工囑千藷懸伯町柚､電拍2番

1085

18.ブリッヂより総尾部を望む(27-ﾀー 5)

いる．

消火(:蒸氣消火式，室氣泡沫消火式を設備し，甲板上
各所に甲板撒水装置を設置し，防火に術えている．
外舷瀧装は各パイプ°をフラインク．、パツセーヂ下に集
め，請は前部に5Tデリツクを1本有するランプ°マスト
と，船橋後部に3Tデリック各1本を有するキングポス
トで美麗な形を保っている。

特に本船の4隻の救命艇（内’隻歓救命機艇）には日
立造船式グラピディダピッ’､を試用し，ウヰンチで揚降
する装置にし，操作極めて簡単である．筒舷梯は從來の
木製を止め,GALVANIZEDSTEELのSLIDE式
とし，重量の輕減腱賛している。
居住装置は，改造船と億いえ，新造船に優るとも劣ら
ぬ設備を施し，室内調度，装飾は美麗に護計され,fl器
は上級船員ほ騨地，下級船員ほラワン材を使用してい
る．



未甲板ほ羅針船橋と航海船橋の象で，他韓マブラス，

J"･戎:1多二望張と:し,一部公室に瞳ピﾆー ﾙ製ﾘﾉﾘｭ

ﾑー鑑を施じ筵Lﾐる．

筒,;.全居室ほ・3馬力3豪の機動通風装置を施し，個室

畦4''，雑居室ぽ3尾〃のパン.カールーパー通風口を擬期

している．

天井にほグラスウールおよび榎板又瞳ベニヤ淀張って

防熱も完全にしてし､ろ．

各室扉は普通油押鴻|fに囲いらしる木製と鎧戸の二重を

さけて，1枚扉とし,_LfIE部に上げ下げ式通風戸を坂ｲJ･

け，換氣，採光をよくしている．

本船甲板磯城としてほ，

揚錨機汽動式21.5T9.14M/MIN1¥

揚貨兼繋船機〃3T(揚貨4.5T(繋船)2"
〃 "5T(揚貨,繋船)1g

後部揚錨兼繋船機〃5.3T(揚錨)7T(繋船)1g

誇凍機F-12電動寛接膨張式7.5HP1¥

操舵機電動汕嘩へルショー式"HP1式

を装備してい為．

航海用具ほ，原蕊羅針駿’，液騰式2の他に，単式|::1

鋤操舵装置付スペリー14刑,乃鱒揃羅針儀，航蹄保安磯，

測程隣》高齢電話，無料，レーダ．--,方'伽探知磯，その

他航海に必要な副器一切を鮒えている．

6．鐘關部概要

本船擬關部の復選改装に常ってほ何分にも本船;勿論

建造所の川崎軍工も戦火のため一切の完成岡書耗曉失し

ていたので設計，現場側共途方に<ガしたのであったが幸

にして雷船主の飯野海運殿かその殆ん．ど託疎開脈存され

ていられることが判明し，御厚意i:|二より總て溌借剛し時

代のずれによる船級協會規程力喰い逮い，換装斬設機器

類の材料および納期的聡路等濯ぐ多大の辛酸滝なめたの

でお為か，幸い關係'IYl.",協愈，船瞠殿の御支擾脚指導

により無事完工することが出来た．

以下大臓施工前の本船の磯關部の概況および復麓隈度

改盤機開

を純暇にのべる.と次の通りである．

i)韮機械

發錆の_f燃臘際ﾝﾌ゚ ,.および附鴎諸管瞳殆んど破損
冠らびに喪失，從って川崎重工へ塗付し，修理の上

陸上瀝韓を行い本船に搭載した．

2）軸系および推進器

發請につき削整流用，但し推進刺Iは謹備軸と坂換え

推進器に開してば原装流用但し溌備翼ぼ新製供総．

3）補助罐

腐蝕につき換装，關聯補朧類も喪失および破損のた

泌新製

4）排氣カス則捕助礎

腐独につき初期計悪離力12.5kg/cm2を8.5kg/cmg

に減雛の上修理流剛．

5）主補ヂーゼル護電機

主發電機および原動磯共修理流用，補助は麓20kw、

を要目通り30kwに換装

6）主補空氣雌縮儀

主ほ修理凌麓の_瞳流用，袖助は換装．

7）顔一ボブ･ロア÷‐

雌湯整備の上流111,竃動畿（謹購電動瀧共）は破損

のた．め新製換装．

8）各ヂーゼル原動賎朋始動鶚氣槽

修理流畑した．イI二【し補助發電機悶は新製換装．

9）その他機開室内儀器も要目表通り換装，新設叉ほ

原装流用した‐

10ノ叩板擬賊およびポンプ室袖助磯賊

ホポンフ・室に残汕誤ンう・を新たに増設した外全部原

装品毒整備の上流期した､tII板擬械の中揚錨機は復

悲流剛し揚貨鶴§戦時中に9篭に埼設きれていたが

使剛不具合および不要のものを撤去して整賄の_上場

貨兼繋船磯3蕊，後部揚錨兼繋船機’蕊，計4蕊と
した．

操舵機について帽･川崎にて修理の上主ポンプを砿.り

換え所要の附鴎蕊證を装術した．

部要目表

睡分｜名 穂’ ｜倫力
Ｔ
Ｉ
ｒ
川 寸 ff

l÷
鯵
ソ』

〆
・
■
７
１
０
１
Ⅱ
ｉ
ｌ
Ｉ

川崎MAND8ZU70/120核動2サイクル無鰔I臓汕式

ヂーゼル機關’恭柵立徳動プロァー装備
定桁8,000BHP×IIoR/M

8CYL×700'×1,200L 川崎重エ現装流川

（蕊維緬職驚）
16,250L×5,700H×3,403Bビス【､ン引抜高11j800

燃料ポンプ．（プランヂ.,･式）1式
IIJIj即装i催（趣動歯ﾕ|[式)1×20HP×D.C.220V,500R/M

｜
’

型式及数

出力及回I陣敷

シリ‘ン変欺×施徳
×行程(MM)

機闘寸法(MM)

附陽一装髄

主
機
械

ー■■一－
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、i，

軸'#11i,iliII(MM)

系｜

及系｜軸受(MM)
祁一

錘燗型式及鯉
,》風進｜
，''『器｜‐､j-法(MM)
i｣ii型式及歎
｣?I1

鮒 寸 法等

’
推力中間l×~4“｡推進
l×485d1×4443

稚力中澗
lパミッチエル式2×自冷式

1×489⑰

総｣豊軸鷺：
I×白冷式1

1

1
原装流爪

翼，
|＝ﾛｽ:ドイル4現組立式…】(諜備翼!)材質

ボ

|il虻綻×ピッチ,5,500'×4600P(変測）

マンガン｜
黄銅，

ス，鋳繊’
I川崎重工(原盤流用）
｜識備翼Iミ日立櫻烏製

－

｜

|平野蛾エ捷装
鶴燃謹式間型舳川間縦扱歴通風重油導焼式2基

456gd×3,719L.H.S.251.2M2,125kg/cmg

排蕊カス加熱鶴燃室式絢型舶川脚樅("!/4-ﾅ付)1基｜川崎抑上:li
狐
ガ鋤
ス

川鮒；

！型式及難

I

‘寸法等

掴ﾃ
ーー

=工

4,C50'×3,600L,11.S.344Mu,85kg/cmg 排鏡カス直接導入
」

g:iRﾉM|電歴等動機鴎農備考1

I痩
分 式｜歎｜器稲 型

毎
画

'375鵠V6

‘〃I

1

原装流附

7シ×285‘
〃

x420L

｜新製換装
3シx160f

X"oLI"

(詩×釜xioo)|原鍵流噸
X24014

3295kw

|3445BHP

|130kw

|1|W
|』|騨朧瞳,課

薙偲機

_I品川陳勤機

助溌樋機

上)1l陳側」機

防 澗型

蕊動4サ･イクル無類噴
汕式デ､－－萱ル機蹄

間欽迩風蛾

駆動4サ･イクル無鍍噴
油式ディーーピル機關

曝駅筒3段雌締式

君T舌
一＆壺

脚

澗

"I'』

{D.C.

|230V
'750

|〃’

§'‘’機
歩
■
』
＆

Ｐ
ｊ
服
Ｉ謂

尽
肝
、
■
Ｕ
ＩＩ

ｒ
Ⅲ
和

，
巧

伊

斜

・

一

Ｅ
Ｌ
８

な
二

隙

M上川原鋤織|主潅睡朧川”機よりｸﾗ,談を介し鱸動

了両愚恥諦機嬢2衝2嬢雌繍磯|‘|瀞認砺謡,！ (50×105L)｡
新製換装x,0L

｜

’
750

霊
一
一

－

iij上川原動機ド11i助謹髄機川原動機よりクラッチを介し駆動
－

占
５
４
■
Ｄ
ｌ
Ｉ
０
９
８
Ｌ
Ｉ
Ｉ

機
Ｆ
Ｇ
８
■
二

刊

守

ザ

ト

勝制
鳴
．
□１Ｊ坤寺凸

〆
到

確
卓
今
・１１

房
ｌ
ｊ

？
戒
Ｊ

｜
蝿 ’’

I1

1

2内

〃

原装流胞

手動ヨーージン式
早

積魅動渦巻式

．
Ｖ

Ｃ
Ｏ
Ｄ
空

０
０
０
０

露
一
如
露
一
知

１
Ｆ
９
Ｊ
牙

２
２
ク
】
ワ
・
］

内

1,050M3/MIN
撰一ポプロアー

＝

470 新製鍵装

鯛’閉鎖通風型

銅板鋲接製

鍛鋼製
鋼板鋲接製

横価動渦審式

〃

#In吋上川篭動機

原装流、

′〆

新製擬装

原装流臓

〃

γ

新製換装

、
一

心
一
ｎ

が
皿
心
Ｍ

呼
酎
唯
釦
〃
〃

避
副
へ
》
Ｈ
×
×
犯
即
犯
弱
犯

×
ン
筋
〃
ｉ

×
×
×
×
×

砿
砂
麺
岬
〃
〃
弱
汚
５
０
０
ウ
』
Ｅ
〆

戸
フ
４
和
Ｉ
“
〔
コ

ー
０
０
５

ワ
ー

主機剛罐無槽

lill.滋尅機ノll狸錘梢
’ハIim:蕊地機j1j空蹴梢

箭水冷却水ポンプ°

機海水〃

jl『迩樵儲冷却水
ポンプ｡

・碇油j|]冷却水ポンプ．’
械；

洲洲,油ポンう．

術水讓ンう．

｜消防依術生ポンプ・
I雑川水ポンプ．

↑
、

・
０
０
Ｊ
グ

ー
１
１
１
１
１
．
擁
２
１
１
１

■
ロ
Ｂ
』
■

■
■
１
８

も
‐
■
■
ｑ
ｂ

!)300塁品”
〃〃〃

〃｜"〃
1,8”〃｜』5
,,000"|40

22,2501〃
6

1,7001〃

1,"･|"|"1

J

|I

1

1
〃

ロ

〃

歯 車式

渦巻式

〃

〃

(腫空ポンプ．付）

|原装流用
原装流昭

！〃

衿…

〃

〃

〃

慨4〃

’
1
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憾琴≦，講"プ
｜織料油汲上證ンフ・

薑i…ゞ-…〉
･室燃料油移動ボﾝﾌ゚

鋪|燃料漉清淨機
助｜

機
I潤滑油満淨機

‘,露,蹄●

1,3501〃

竪〃〃

〈眞空ポンプ、付）

横〃歯車式

堅ウオシントン式

|新蝿鱸
|原装流用

160×20

5×30

100×140

I
漆
３２

１
i蒸氣8471"W5471kg/cm， 新製新設

原盤流刑
，.C、
220V

，.C、
220V

横電動歯車式 ''300i
%,0001
M|

3，4501
P.l

15,000

2 12×2ら 5

霞動遠心S型 2,0001/H2 3 新製換装

2,0001ﾉH 32〃 〃
M |

3，450

1'3001蒸尉8.5
kg/cm3

IDc.

|220V

〃

誠’
280M3/MIN

X32MM

150×25

う邇 風機

ノぐラストポンフ･

電動軸流式

竪ウォシントン式

2 |原装流用
｜
〃

｜〃
’

１
１

上鍵渥’ 55T写
、

｜

|給水
ｐ

’

グ

ｊ

ｆ

ｎ

Ｐ

ｇ
ｎ

氣
鍬
α

″

蒸
哩20×175

25×140

竪ウエヤ式

〃

手動式

軍筒汽機直結
ジロっ。式

謹動シロッコ式

つ
全 |新製換装

｜〃

｜〃

ボンフ｡
汽
鍛
室
補
助
機
械

2

1

1

1

重油噴燃ポンプ・

鮎火用
重油噴燃ポンプ°

躯雌暹風機

邇風機

1

500M3/MINx
80MM

.120〃×50"

500

850

〃

D.C.

220V

｜〃
3i新製新設

0

1
I式C､A,s00Mg

1C.A.48Mg

1H.A.15M2

IC.A.120M2

IH.A､43.8Mz

1C.A､30M2

2H.A5.5M2

3C.A.4､64M2

I

I|3E鰯諺22M2

横
竪
機
織
竪
竪
竪
竪

表面冷却式

〃

〃加熱式

〃冷却式

〃加熱式

〃冷却式

〃加熱式

〃冷却式

|新製換装清ァk冷却器

潤滑油冷却器

輔助確閑給水加熱器

補助復水器

パタウォース加熱器

〃ドレン冷却器

燃料汕加．熱器

補助潤滑油冷却器

鮎火用重油加熱器

蒸化器

蒸溜器

1
1原装流加

新製換装

〃

新製新撰

〃

新製換装

〃

〃

〃

〃

熱

交

換

’
器

’
竪ウエヤ式

竪表面冷却式’
結1

1

｜

機電動機

臺’ ’作
カ
エ
寓及

画
琶向
力
萬
萬

工
作
機
械

D.C.

220V旋鰹床長6呪

6吋（萬力）

1,800 3 |新製換装
i

I〃

直

|識2汽筒式 蒸氣8.51 |原装流用I 21.5T×9.14H/MI

{:"OMIMIN
{汽ガ
5,3T×9〃
7×18

45T-M

5×魂必×18L
油雌100kg/cm2

N
|場 錨機 kg/cm~

甲
板
機
械

１
１
１

{？
1

1式

繋船鍵揚貨蕪 〃

〃 〃

’
１
１

後部揚錨兼繋船機 〃

〃

〃

新製換裟

1
1

電動油歴
1ラム2シリンダ式

掘動へルショウ式’
舵 機

ンフ｡

操

I

’
D.C.

220V
主ポ 1,000 20

I
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捕助装澄｜後部錫錨乗繋紹機によるＩ
Ｉ
Ｉ
ｌ甲一

I臺
新製換室
1篝新設、

〃

〃

F-12遮動直接膨脹式 g,100kcal/H 7.52冷 東 楓 〃

8M3/H×16M横感動渦犠式 2 1,800 2冷却水ポンプ 〃

蒸鍾
12．5

封
斜
刻
刻
詞
君
制
切
潤
翻
『
‐
爾
助
ポ
ン
プ
室
袖
助
機
械

300Ms/H×105M稜ウォンシトン式

竪〃

〃

軍筒汽機直結
シロッコ式

4 原装流馬荷抽 ポ
口

中

フ
フ
ン
ン

kg/cm2

40M3/H×100M

{1:0"
200M$/MIN

×38班班

１
１

残油ボ
、

〃

″
″
″

〃

新製増設

’．’1 55 原装流用
排頚ファ ン

一 一

｜

I

8．5

kg/cm3｜竪ウオシンI、ン式
ノ

原装流用ピルヂノぐラヱト

燃料油移動ポンプ.
I 80M3/Hx35M

Ｉ
Ｉ
Ｚ
■
且
■
■
０
１
４
ｊ
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｄ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ ’’
(奮ガソリン
ポンフ．）

〃40〃×30〃1 〃

満水ポ ンう･
〃

｜

’！

かくして本船ほ去る8月30日の海上公試運鱒において優秀なる成績を牧め無事引渡を完了した．成讃大要は次の通1
りで齢乃．

油槽船かりほるにあ丸海上公試運鱒成績表

場所；大阪湧詣よび淡路沖．天候；晴：海上；静稽船鴎状態（約落バラスト状態）
吃水．前部74.94M･後部,,5.95M･平均,5.45M,トリム,1.01M排水量12,487KT

1

1聡
鋤
－
６
６
３
１
０
１
０

試
奉
澱
唖
湛
到
釦
皿
律
画

一
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
２

ｌ
力
湘

一
連
硫
一類｜’ l綴航試験験（標柱閲）速力試

種通輔
一一一

|，

通 輔負荷

雑 速

推進軸回斡敷

制砿リ馬力

霜…|鰯ヨツ:二
l合計
機械効率

3/4

15.811

107．8

6,668

4,132

3,48g

7,621

87．5

喉
舜
却
醍
岬
犀
御
睡

４
３
２
５

１

定桁

16．628

115.斗

8，162

5’068

4p314

9ﾌ382
87．0

橘定

節

R/M

BHP

IHP

〃

〃

％

３
５
７
３
１
０

幅
率
乖
鐸
率
駆

’
’

I 』_一一

試験を行ったが；侭の成績は優秀であった。
一､和田ﾛ･ﾛ｡面pemｰ~..■■■~.

1呉操舵室（27-牙4）
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鰯蕊を誇馨
蕊倉鯛

本註及
深ノII菫場

富士エ場

大阪出張所

九州出張所

東京都江東厘深川平久町一ノ四

靜岡厩富士郡富士根村字小泉

大阪市北匡伊.勢町二九ノー

禰岡市上市小路十二大博通り

､駐'荘員札幌‘仙台。名古屋

雑倉電線株式舎社

I

I
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I

’

平 塚言
三菱造醗株式街int厩島造訟所
第二設計課長

笹原徳治
同上・造鋸段計謀憂

八 幡丸（こ‐つい て
fH

甲板は上甲板，第二甲板の2暦にして，船首尾にわた

って全通し，更に上甲板まで到達した水密隔壁7枚，お

よび第二甲板まで到達した油密隔壁1枚により6個の船

鎗と5個の甲板間贈艫を有し，勝橋換内ほ前後部に各々

1個の甲板間贈艫を備えている．更に船首摸，諸よび贈

尾謹には合計3ケ所のCargoSpaCeを有している．

二重底け船首隔壁より後部Wingtank前端隔壁間を

全通し，中心線桁板と水油密肋板により16個のTank
に唾切られ，後部のNo.6Haldの車軸墜這の雨側は
FuelOilorWaterBallastWingTtnk．とし，歸賓

距離鐺よび盃rirnの性能の向上を期した．‐
諸室配置および居住設備ば夫々 の使用目的に對して完
備したものである．辰牲医ほ船橋櫻上の4暦の甲板室内
に設け，’癩櫻甲板下は,ProvisionStore.CO4Cy-
1ingderRoom,CargoSpaceとし届牲腫には使用して
いない.石炭焚改篭を考慮し比鞠弱多数のFireMen(17
名の居室詣よひU皇甲板右舷側にAshSpaceを設けた．
Hatch"No.4CargoHoldorDeeptankを除

き全て7.200Mの幅を有しているが,Mayerform"
首を採用することに依って,N31CargoHatchの幅
も他のHatchと同稼に取れたことば荷役操作上有利で
ある.叉第二甲板箔よび辮喬換丙上甲板部のHatchに
"RollerShiftingBeamを採用し，急謹摘役の便を
ほかり更にこのHatchの長さを上部Hatchに比し，
1ないし2FbS.長くし荷役鯛乍を容易ならしめている．

3．船魑講造

船職馨遥は船殻重量の輕減,工數の節約，ならび渥紹
艦の狸度,B1ock二E作上の見地より鋲接，熔接を適當に
蕊用した.即ち甲板は上甲板Str:ngerAngleのみを鋲
接とし,DeckP1ateのSPnmButtおよびDeckPIate
とBeamの接合侭全て熔接を使用した．二重底構造は
重熔接とし,OpenFIooz侭P1ate製とし，重量輕減
に努めると同時に工作を容易にした．外板のButtほ全
て熔接とし,Seamほ船側外板において盾熔接とし，昭
底は鋲接とした,HoldFrameと外板侭前後部の一部分
を除き，全て熔接とし，BeamKnee>FrameBracket
との頭合も熔接とした．筒本船の熔接長ほ80;626M,使
用熔接棒68,50T鍍鋲数877351本で88%の熔接採用率
となっている．

4，設備および磯装

本贈は日鐵汽船株式會社御發註による第七次後期鵬

で，営所に於て，昭和26年12月25日起工，27年5月

7日進水，27年8月14日無事引渡を了し，フィリッピン

への魔女航海を維えたA型タービン船である．

本船の資格臆速洋唾域第一級船で，砺級は

･M"AI＠聯AMS｡,NS*MNS*

で日本図政府の船舶安全法に適合し，かつ滋査官の巌密
・な械査の下に建造されたものである．

1．船盟部

エ‘基本計璽

本船は営所において先に建造した朝霧山丸，東照丸に

その範を探り，油焚タービン船として計萱したものであ

るが，將來の燃料事情によっては容易に石炭焚涯改造出

來る如く,磯關部,船魑部の織巌る鮎に考慮を梯つた．
次に主要目を第1表に掲げる．

第1表主要目

長（全長)139.65M養罐水槽131.80t

長（堅酬間)130.00M貨物油槽683,27t

幅（型)18.20M清水槽442.15t

深（型)10.00M脚荷水槽1,488.95t
瀧載吃水8.04M最過速力

總噸数6,875.70T(最適吃水ニテ)17.23K
純噸數3.866.29T航海速力

載貨重量10,095.261t(満載吃水ニテ)1425K
.載貨容積、航綾距離9,780N.M.
（グレイン)15,589.33IF 15>930NM

（ベール）14,390,40Ms(第4燦抽槽を含む）
63

有効載貨重量8,497.396t乘組員
6

燃料油梢1,086.77t旅客
合計69

主機械
エ基

全衝動二段減速装置附タービン

定格出力藤回鯉数5,000SHP×12drpm
患′一般配置

j本船の一般配置は第1岡の通りである．以下その凝要
の誘明を述べる，本船臆富所建造の典型的なA型船で,
その船型ほマィャーフオーム型船首および巡洋艦型膿尾
篭有し，中央長船橋極上には,4暦の甲板室を配置した‘
曝船橋箪三島型である。
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‘貨物鯰および主要倉庫には火災警報装置一式を備え，

消火装置ほ貨物礎織關室内ほCO2弐居崖瞳ぼ海水式
および泡洙消火器とし，火災に對する貨物，船禮の安全

を期している･

通風装置は磯關室ほ機被通風，貨物鱸詫よび居住厘は

自然通風とし,居住厘には蒸氣式媛房装置を各室に配置
してある．その他.ブレオンカ久式冷蔵装置5HP2臺，

二重底燃料油槽,第四貨物油榊内には蒸氣式加熱管を配

置してある．

5．試運韓

試運韓は昭和27年8月6日，8日の2日間にわたって

宮島沖で施行された‘本船の瀝墹速力試駒成績を第3表

に示す．

第3表遮埼速力試験成績

1．荷役設備

本錯の荷役設備は荷役操作の容易，荷役時間の短縮を

眼目として細部幅わたって穣討の上，設計せられたもの

で>GateDerrick4組に5t,10t,40t.DerrichBoom

が合計15本装備ざｵLている(第2表参照).特に橋稚謹前

端のDerrickPostに装備されたNo.2Hatbh向きの
5TDerrickBooxnは之を後方へ趣噂する事により，
No.3Hatchの5TDerrickBoomと協同してNo.3

Hatchへの荷役を雨舷同時に行うことが出来,葦た船橋

撰麦端の5TDerrickBooxnもNo4.5Hatchの何
ｫLにも荷役出来る如く設計装備してある．

第2表鎗口寸法，ブーム力量おまび配置

名繕鎗口寸法デリック
孔I亜

第一艇8.84×7.202×5t
第二鎗11,90×7.202×10t,1×40t)2>K5t
第三龍7.65×7.202×5t
第四鰭5.95×8.002×5t
第五鯰11.05×7.202×10t
第六龍a35×7.202×5t.

〈龍口寸法ほ暴露部に鐙けあ値を示す）

2．甲板補機 ・I

甲板諭幾ほ操舵機以外は全て汽動式で，揚錨機280皿
/M×300皿/M1臺，揚貨磯"OM/M×300M/M12g,
230､f/M×300M/M2g,蕊雛機230M/M×300M/M

1基，藷よび電動油墜式操舵機20HP1蘂および操舵装
遥（テレモーダー式）を装備している．
3．航海器具‐．

航海器具として主なるものを列記すれば，ダプルユニ
プ1.気－－トパパロッI､付韓輪羅針儀,香響測深儀,電氣式
拳よびサルロッグ型測程針．方向探知機,SPERRYレー
ダー，およびローラン等を備え，遠洋航路船としての性

能,､塞よび安全確蜜なる航海の完全を期してい島．
4．救命設備

救命設備瞳全て國際安全法船舶設備規程に合格する如

く設備してあることは勿論であるが，手動推進装置付救
命艇(9.0M×360M×1.15M)2隻の揚卸用BoatDavit
は手捲ウィンチ付クレセント型ダピツトを期い，救命艇
操作の迅速，安全．容易を計る等，救命設備全般にわた
って蕊全の老寵を梯つたものである．
5．その他

無謀装置には1000W短波邊信磯1¥,500W中渡邊
ｲ鳥犠’蕊，受信磯としては長中波x蕊，短波1蕊，全波
I蓬左朧え，繋船指令ならびに船内指令用として50W
擴喋器装置を有している。

|Ⅲ/412/4|4/41oL
機關
力愛
’試蓮･韓状態

蒋
趣 |'1.0'3113.7'61'a796i!z230I

海上の妖態卒穂
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韓
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4J7“5，300

124.3127.3

2,340

”.I

吃

1’水

トリム3.086M

排水量6247t

2．機關部

1．－般

本船の要目は第4表にしめすとおりである・主機械は

定格5000SHPの全衝動式2段減遡碧慧萱付蒸氣タービン・

1基,主汽罐ほ睡力30kg/cm2g温度4000Cの3胴型k

管式汽罐2基である．また墜力16kg/cm2gの補助汽確

1基が設けられている.船内電源照として交流225voltS
200kwターボ主發電機2基および碇泊中使用の蒸氣機
關躯動の交流30kw補助發電樫1基が設けられている．

主紛水ポンプ°および術環水ポンプ．(ま背塗タービン蕊動
で，一部の汽動ポンプおよび邊風機以外ほ交流電動磯に

よって躍動される．（機開室配瀝圏ば編集の都合により
省略一編集部）

2．基本計邊

高温高墜蒸氣條件と汽動甲板磯被とを6蝿する場合，

碇泊時庭於て主汽罐給水への油分混入詮防止する方法ほ
大きな課題の一つであり次のような方式が考えられる息

イ）補助汽罐を設ける方法？

ロ）低墜蒸氣發生器を設ける方法，
ハ）晩油器あるいばすぐ謬れた乳化油分離器を設ける方
法，しかしこの場合は主汽罐給水系統を開放式違
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閉腫，高墜排氣溜の排氣の一部は高墜系用補助僅水器に

回收される．主タービン高墜第5段落からの抽氣を高墜

給水加熱器へ邊り，給水を約150oCに加熱する．高墜

給水加熱器の疎水は低塗給水加熱器へ，低塗給水加熱器

の疎水は室氣分離式給水加熱器へ夫冬ドレン【､ラップ.を

經て排除される.補給水としては,常時硬水を蒸化器で蒸

發させ’蒸震蒸氣を加熱蒸氣の疎水と共に室氣分離式給
水加熱器に補給する．蒸化器の加熱にほ航海中は先に述

べた高座第5段落からの抽氣を使用する．蒸溜水を貯え

るために海水冷却の蒸溜器と約44msの二重底内蒸溜水

ダンクを設けた.補給水ポンプ°は次の場合に使用ざｵ[る．

（）航海中不意の事故で室氣分離式給水加熱器の水位

が急速涯降下した場合,3｡5mβ給水タンクから給

水を補給する．

ロ）二重底内蒸溜水タンクから3.5m3給水タンクへ

給水を移邊する．

〃､)‘出港準術中に3.5m3給水タンクへ集めらｵIる補

機タービンの復氷を室氣分離式給水加熱器へ給水
する．

すれば汽罐の保守上の問題が残る．

本船では碇泊時の汽罐運轄に安定性と信頼性があるこ

とおよび後に述べるように石炭焚に改装しても比較的大

きい主溌出力が確保できることを考えてイ）の方式を

採用し，汽罐の使用原則を次のとおりとした．

｜(鳶閉空鏑分離給水方欝)|溌燃裳黙
航海時2錐使朋しない

碇泊時使用Lない1縦

タービン船がディーゼル船に比し有利な識の一つば重

油の入手が困難となった場合，デ4－ゼル船は停船の止
むなきに至ることもあり得:るに反しタービン船は何時で

も石炭焚に切換え運航できることであ為．本船の主汽確
および補助汽罐は重油專焼として設計製作されている

が'石炭焚に改装の場合に備えて次の黙を考慮している．
ィ）汽曜の高さの位置を石炭焚に改装の場合は単に罐
室床板の位置を下げるだけで手焚として適當な高
さとなるよう考慮した．

ロ）汽動捲上磯城1蕊を設け重油焚の場合は物の運撒
用として卿い，石炭焚に改造の場合は友揚機械と．
‘して使用する．

ハ）汽動雑用ポンプば石炭焚に改造の場合，ピストン
ラィナおよびバケツJ､ライナの換装によって次放
射ポンプ．（容逓60mi;/h,吐出墜力15kg/cm2g)
として使剛できるものとした．

＝）石炭焚改造の場合，汽罐の發生可能蒸發量が減ず
るので，主汽罐2基で主ダーピンを，補助汽罐で
捕磯を運鱒して定格3000SHP,經濟2500SHPの
出力が可能なように補機の使用條件，力量および
溌遥を決定し必要な配管を設けた．この場合，滿
職經濟出力時た詣ける航海速力侭12櫛逢な悪．

4．菫タービン，菫汽罐および識幾

主タービン低墜部最維段落にばかなりの反動度をもた
せて翼の高さを減少せしめている・非常濫断装置(過速
度および低墜油）ほ低墜タービンの船首端に装備されて
いる．

主汽罐にはKBK式自動給水加減器を設けた．この加
減器と先に述べた密閉排氣自動調整弁とほ清水重カダン
クから供給さｵ'る睡力水によって操作される．
主發電機タービンは匿島造船所濁特の設計腫なる流鐙
油墜式の調速装置を備えている．子歯車の發電機端に流
麗式調速器を備えて速度偏差を油の墜力偏差に換え’･油
墜を減速車室野壁に坂付けられた調逹装置にみちびき，
調速装置からはタービン速度に應じた油墜が調整弁渥邊
られ，弁の開閉によってタービン流入蒸氣量を鍵え速度
を調整するようになっている．

電動陵速度制御群式としては，潤滑油ポンプ詣よび主
掴墜邊風儀を漸鍵速度，燃油移邊ポンプおよび磯關室通
風機を2段速庭とし》他ほずべて定速度とした．

5．保安装置

ィ）主タービン遜速或いは潤滑油墜力低下の場合に
ほ危急弁の作動により隔壁弁を閉じ主蒸氣を遮断する．
p）警報装置は次のとおりですべてハンドル前に鑑
術した。

織諏重力タンク低油面警報燈およびベル

１
１
１

3．熱平衡

第2圖ほ航海經濟出力時および碇泊荷役時の熱平衡を
示すものである．主汽聯合氷系統は三段加熱密閉室氣分
離式である，室氣分離式給水加熱器はサージタンク兼用
の徴眞空式で，主給水誤ンﾌ｡駆動タービンの排氣を主な
加熱源とし給水睦約95｡Cに加熱される.また甲板蒸氣
､の排氣も供給できるようになっていぉ．高聯'氣溜に集
められた主發電機および循環水謨ンﾌ羅動荻一ピンの排
氣は低座給水加熱器へみちびかれ，その餘分の排氣ぱ
2.5kg/cm2gに調嘩された密閉排氣自動調整弁を經七主
タービン低嘩第2段落入口腫逢られる.,主ターどンの念
停止あぁいば後進時に(ま調整弁前方に設けらｵLた蒸氣作
動弁が前進主蒸氣の供給力繼断されると同時雁'鳶'動釣に

’
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裳氣分離式給水加低水面警報燈およびベル熱器

電氣式検璽計過度謹分警報燈およびベル

主汽罐自動精水加高低水面警報燈およびベル
減器

潤滑油ポンプお茨

Y臺應藤ぞ)(各蓮榑表示燈講よび警報べ'"
へ）嶽壁および低墜給水加熱器には夫冬非常蒸氣遮
断装澄および自動疎水排除装置を設けた.自動蒸氣遮鐵
弁園:給水加熱器内の水位が過庭に上昇した場合,，浮子弁
の作動と主給水ポンプ吐出水の座力とにより自動釣に閉
鎖し器丙の水が主或いは補磯ぷ一ピンに逆流するのを防
ぐ、これと同時にドレン1､ラヮア・の近路弁である自動疎

◆

水弁が開き器内の水を高墜系用補功復氷器に排除する.

6計測器．

通常必要とぎれる計器の他腫次のような計器を設けて
いる．主汽罐過熱蒸氣出口，綏熱蒸氣出口’室氣分離式
給水加熱器出口給水および高塗給水加熱器出口給水にそ
れぞれ接黙をもつ電氣式パイロメータを1個’復氷ボン
う°吐出側，赫合水ポンプ吐出側および蒸溜器出口にそれ
ぞれ水坂出口をもつ電氣式猿蝿計（水中のNaCl含有量

が10ppmを超過するとき先涯述べた警報が發令する）

を1個操縦者背後の隔壁に設けた．カス分折器付の･Ce:

指示計,CO2龍よび排カス温度記録計をそれぞれ'組撲
關室に,CO2および排カス温度指示計を1組汽灌室に設

進,主および補助汽謹の燃焼制御の指標とした.主給水韻

ンﾌﾟ吸入側にオーパル式流量計また主タービン出力計測

用としてホプキンソン式振り動力計も装備されている．

7．試運簿および就航成績

試運轌成蹟の一部は船禮部5に述べられているとお

りで，機關部一般について識期以上の成籏をおさめるこ

とができた．

本譜は鐵鑑石積坂のためフイリヅピ・ﾝへの第一次航海を

無事終了し，更に9月8日室蘭から北米へ向けて太、準

横籔の壯途についた．滿載状態にあった第一次航海復航
時中にもつとも高速で航走した去る8月28日のエ日の
平均速力14.84節，燃料消費量37.65ton/dayであって

その成績ほ計霊値とほとんど一致している．普通第二次
あるいは第三次航海において最高効率を發揮するのがタ
ービン船の通例であって，本船はさらに好成演を學げ得
ることが期待されている。
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全衝動式2段減速装涯付蒸氣タービン
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露動機
HP式｜数｜力遥×全揚程lmSﾉh×kg/cmg

蒸氣
腿力 I霧｜型 |回蝉愛名

ルジ擶生ポンプ。｜
水ボンフ･

雲水ポンプ． 1 '｡”
'385。cI

ピ
復
循

ｌ
ｊ
１
１
１
１
ｉ
ｌ
１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｒ
ｌ
ト
ー

2×20.×3.5（吐出）

各25×4.9

2,200文0．8

主機騒動ピ．ストン

霞'動竪型渦巻

タ－‐ポ軸流

7食う

1,750

1,000

860

～700

4,250

19

23

860

850ﾉ7C

1J諺0

１
２
１

15

タービ

ン110

30

335.cl

1
27.5
38う｡C

14.5

14b5 1
各80×3.52髄動横型歯車潤滑油鑑ンフ。

機
ダーピ

ン70各39×羊

各10×2,1(吐田）

4×14(辻出）

4×14（吐出）

50×2．8

給水10×2.0
プライン 2×1．5

30×3.5（吐出）

250×2．5

100/55×3.5/6

8×3．5

各350m3/min×150mmA
〃

300mFF/min×100mmA

1)5001/h

ターーボ渦巻’ ２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１

主給水鍍ンう°

補助罐用給水ポーンフ°

燐油噴燃ポンプ°

燃油噴燃ポンプ・

燃油移逢ポンう°

蒸化器用′、
給水及プラインポンフ・

ピノレジポンう。

ノぐうストポンプ｡

電動
雑用．ボンプ

渚水ポンう．

菫，識睡逢風機

補助罐用
張睡迭風機

潤滑油清淨機

捜開室逼風機

’
△ず

竪型ウェヤース

〃

趣動′竪型歯車

〃

踵動横型渦巻

電動竪型ごストン
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〃

遮動竪型ピストン
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c)第二甲板

三識膳および四種読倉の鎗口雨側に沼うて緩な曲線を爲

して実上げられ，最大部ほ三蚕鎗ロ中央龍柱附近にあっ

て約60mmその他は40～30位である．三灌調倉ロ中央注

上の甲板は左舷に小銅裂が見られた外に鑓裂ばなかっ

た．

d)上甲板

第二甲板と同じく三四番鯰口両側に若干実上げられた

形跡があり，三番鎗口左舷中央柱の前後に艫口側縁板に

二個所の小懇裂が見られた外にほタイシタ損鶴孟見受け

られなかった．

e)鮠柱

本船の三番，四番艤内には砿口側錬に有力な艫往があ
り，今度の遭難でほ上記の通り第二甲板および上甲板を

実上げているが，艫性自身にはほとんど異状なく薑態を

保っていた．

f)外板

謹曲部以上の側外板にほFr56-57(四番総前端）の

竪張外板(SP.5)に若干の屈曲が見られた外には異状は
なかった．

g)機關室

スケッチの通り機關室下船底にほ相當の凹入がある

が，内底板には格別の異欣(3．なかったけれども，汽磯は
全部陸揚解放手入の結果，軸心が10mzn程狂っていた
外異状はなかった．汽罐の方ほ据付その他にも異状がな
かったので.その儀である．

I
h)推進器と舵

推進器ほ濤鐵で翼端を少し手入した程度，舵は下方後
端の舵板を2沢角程切替え外,舵針の調整,ブｯｼｭの新
換程度であった。

3．本船の素性

本船侭昭和20年（1945）職豊は三井玉野遥譜所，タ
ービンは石川島趨沼所で製作された戦標船で,L×B×D

＝129.9×18.2×11ユ，穂噸數6,900,タービン2,000HP

(計霊）の船で，昭和25年（1950）浦賀船渠でBV承認
による改装補湿の上，上記の通り26年10月遭難したも
のである。

BV改装補遜の大略は中央断面に示す通り,a)上甲板
の梁上側板に1,300×18二重張，鯰口側に1,350×16二
重張,b)単底肋板上に内底板13×14を張詰め(肋板の

1．遭難の顛末

本船ほ船首1.81,船尾4.91(殆ど宝船)で昭和26年10
月門司出帆，ヅングン向け航行中ルース礎風襲来の警報
により鹿兒島溌内櫻島西南岸に避難瞬白中10月14日該
・鮠風に逢い，全汽力を以て守錨したにも係らず走鎚大
錨一個錨鎖5連を喪失，ついに熔岩上に坐礁してしまっ
た．

この遭難現状は先年鴎風で香港仁吹揚げられた淫間丸
と酷似して船禮がその朧陸上に吹揚げられてしまったの
である．その岩も淺間丸の場合と同様頑固な熔岩で，引
卸作業は頗るの難工事であったらしい．漢間丸の時は世
界中のサルベーヂが匙を投げ保険ば勿論依付となった
が，日本の蚤ルベーヂは思切って之を引受け無事浮揚し
て長崎に曳航，一躍日本サルベーヂの名麓を翠げたもの
で我々 の忘れ得ぬ誇の一である．

ルース殿風で趣離した船ほほとんど救助さｵしたが’た、
･だ金剛丸だけは佐世保港外に坐礁したままで，飯野サル
ベーヂー年間の奮闘に係らずまだ浮揚の報に接しない
が，之侭場所が悪く玄海の互濤に洗われて作業の出来る
日數ほ年間でもごく僅かな篤で，本船の場合侭溝丙のこ
ととて比較的順調に進捗したのである．
‘本船の引卸でほ岩が熔岩であるから滑臺を造ることも
i出來ず，淫間丸の場合と同稼．鼠が噛るように船底の岩
を爆薬で少しずつ爆破し，左右雨舷の釣合を取りながら
辛抱弧く噛り取って，船が淨くだけドックのよらな凹所
を造って浮揚させ佐世保に曳航したものである．

’

2．損傷概況

a)船底

・大豊スケッチの通り約全長全幅に亙り，局部的には
300~400mmの凹入が機關室左舷に散見するが,その他
は200を最深とし大魑100～50位の凹入で，5，6個所に
魍裂もあるがごく小部分に限られておる．即ち熔岩の上
面は大鐙平面篭餘り大な凸起ほながった茨うである．因
みに魍裂の破面ほ普通鋼材に類似して使用鋼材が案外柔
靱（タブ）であったことを示しておる．
b)内底板

三番雛と四番艫の一部が緩な曲線を爲して突上げら
れ，最大は三番鮠後端鯖柱附近120mm,その他は80~
50位のもので,水密の破られ所ほなく浸水は見られなか
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心

六ヶ敷いもので，何でも彼でも規則以下のものを取替え
為のであれぼ頗る簡単であるが，それでは經濟-上で成り
立たないから，とにかく釣合が取れていて船として差支
ない認童に止めなければなら麺・本船の改装楠懇にして
も果してこの黙でどうであるかということはその後':D"
朕につﾄ‘､て深求せねばならぬ.ところがこの改装直後に
この篭灘が起ったのであるから，丸で改装補渥を賓池に
デェ卜したようなものであるから，その結果について考
えて見たいと思うのである．（どの修繕費ほ一億圓を超
えているからテスI､費と考える．と随分貰澤な話で黄渥貴
い窪験である）

a)二重底

二重底という＄の臓有難いものである．もし本辮に二
重底がなL､童までこんな遭難をしたならばとうてい收集

深侭奮来の侭1,000とす).c)船底にほ各舷三條の断切

縦材（215×75×10曲溺鈑を90×90×10山形材で1反付）

を縦邇,d)上甲板と霊二甲板間に各舷一條船側縦通赫

(390×10板，300×90×9/13CH面赫>,負掌二甲板が総

った所から船首瞬遥まで(FR110～133)一條の賠側縦

通材(1,000×12板,300×90×9/13CH面材うを取付
け,e)第二甲板ほ8板で張詰め,f)船首尾には適當腫

防澆紺才や防澆梁を躍綴,g)肋骨間にほ中間肋骨(230

×90×ﾕ1球山形材）を挿入,h)星勤反張外板の頂部（夫

ケ,ヅチのSP")We2,150×8"×18二重張を施したも.の

である。

必この遁難で教えられる浴の

そもそも古勝や弱腿般の補蕊ということほぞの程度が

’

1

’

’

1

リ

I
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e

出来なかったであろうが，二重底を作り補渥してあった

爲めに立派に救助復蕾されてその後無事に航海してお
る．一鴎一萬噸型というような大船を軍底濤造にするこ

とは相當無理ではないかと思われる．もっともタンカ－

．は全部車底であるけれども之にほ特別な注意が挑われか

つ狸力も普通鵬より三割，少くとも二割以上通くなって

おる．戸畑丸というのは戦時船のLT型タンカーとして

建造途中，状況の鍵化で貨物船に改装されたものであっ

たが，船禮ほやほり車底で縦骨式でその儘になっていた

のを昨年橡査して見ると，中心線桁板と特設肋骨とを取

付ける竪板ほ電接が破れたり叉崎裂けたりしたものが十
枚以上もあり，葦さに崩壌一歩手前という現状であっ

た．（因に本識ま二重底を張詰め適當な補握を加え目下

米國航路に就航して詫為)．
空

閑話休題本硲の丙底板は鍵形はしていたが浸水臆し

ていなかった．本船の肋板ほ皆資禮肋板であることも淺

間丸と同様で，その爲めにほ水密が保たれたが，もし現
在工法のように組立肋板と混用されていたならばこんな

工合には行かなかったかも知れないという説もあり得
る．即ち組立肋骨ならば（ストラット）支柱が湿いから
それが内底を突上げて躯裂が出來て浸水する例が多いか

らである．然しそれ臆支柱の取付方法が間逢っておる爲
めで，支柱の取付さえ完全ならばそんなことば起り得な
い筈である．

b)龍柱の功罪

本船で億三番鏡四番砿の鎗柱が懇過ぎたから第二甲板
や上甲板に損傷を起した．もし脆柱がなかったら損傷は
船底だけ渥止っていたであろう．その識霞に喧綾關室で
臆砿底の損傷はヒドかつたが上音隙毒謹鋤ほ無難であった
というのである．

この遭難で緬主が全幅に働いたことは一番顯著渥瞬

で，その爲めに上部甲板に損傷が起っておる．之ばこん
な長大な総口.(13’500×5,850)の側縁板が1,200×12(上
甲板）とか800×12(第二甲板）では他所に比べて（ウイ
ーク鑑インI､）弱鮎になっておることを示しておる．

聡柱がなかったら損傷は船底だけで濟んだであろうと
いう説には頷き兼ぬる職がある．渡關室は兎に角とし

て，龍柱がなかったら損傷は胎底だけに止まったかも知

れないが，或は却って大な損傷が起ったかも知れない．
少くとも船底の損傷程度が本例程度に止まらなかったで
あろうことは想像出来るし，側部外板の損傷も本例程度
では止まらなかったであろう。叉鯰柱がないから上部甲
板ほ無傷とは限らないことは金星丸の損傷（附記を見
よ）からも知ることが出來る．

即ち鯰柱が有効に働いたから，綱蔑に加わる力が綱島

唱串一一二一一一

構造のみならず，上部祷造にも遺憾なく分布されてこの

謹電の損傷に止まり得たと考えられる．このことは遭難

時に限ったことでほなく,¥時においても全く同様で’

船鐙は一藍となって外力に抵抗しておることが如責に立

證されて，梁柱の有難味が裏書されたものと思われる．

の外板

側部外板ばスケッチの通り竪張外板.(Fr.56-57)が

ごく僅ではあるが波打っていた．之信坐礁の爲め永ツギ

ングが起った爲めか，或ほホツギングが起って伸びたの

が盤木に罪って凹んだのか一寸判定ほ出來ないが’兎に

角此所が（ウィーケスト鑑イント）最弱謡であることは

確かである．

これば誰しも氣になることで,ABでは縦縁を通すよ

うに蕊求されたが,Bvで侭そのままで；その頂部に
2,150×800×18二重張を施しただけであった．この結果

から見ると頂音匡重張や底郡F條外板に崎何等異状がな

かったから，こんな遭難時ほ別として，平時億兎渥角之

れでも差支ないようである,．然し今後こんな張方をせね

ばならぬ場合には幾分厚い板詮使うことが必要である

5．同稼に横隔壁の下の内底板を織張にする場合にも同

じようなことが考えられるから，この場合にも幾分厚い

板を使わねばなるまい．特にこの場合に桧局部的腐蝕と

いうことも考えなければならないから。

5．結論

本船侭上記の通り坐礁して波に叩かれたので上記のよ

うな損傷を受けたが，皆局部的のもので，船のラインズ

に崎何等の異状を認められなかったから，この改装補握
で船としての懇力ほ兎に角充分であることが立證された

理である．但しそれは全禮としての姪力の話で，局部的
には随分無理な設計もあり，殊に材料を節約して腐蝕に
對する餘裕が切詰めてあるから，今後の維持については
相當の注意が必要であろう．

（附記）金星丸の遭難

本船も改装補迩直後にルース殿風の爲め慶良間群島
で坐礁し，船底崎全長に亙って損傷し，船尾部崎特に甚
し<，船尾材と推進器ほ破砕紛失し，船尾軸は150度位
に屈曲，船尾管も粉砕されていた．本船ほ戦時D-2型
硲で（總噸2,220噸）中央部に臆長大な船聡一個を持つ
特設肋骨構造のガラシとした艀のような船であるが，上
記の通り遭難損傷を受けたけれども，上部橇造物には別
にタイシタ損傷なく，ただ機開室直前瀧口後端雨側に若
干の陥没が出来，脆口縁板並びに上甲板詮約5梁間取外
し矯正した程度であった．本船には鎗口端に鮠柱がない
にも係わらずこのように上甲板に損傷詮起している．依
って今度その脆口端雨側に鎗柱が新設された．

以上の通りで本船も亦ラインズに崎何等の異状を認め
ず，この型の船でもこの壷の改装補渥で船達しての能力
に示足がないものと思われる。（了)．
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大久保洪徳船の振動思い當ろ の記
一寺’

最近船の振動がよく問題になるが，新造船の中には振

動の激し過ぎるものがあるように思う．贈の振動は種玲

の原因によって，色冬な個所に,檬,々 な形で現われるが’

また積荷や吃水の鍵化で姿を鍵えるので，まことにつか

みにくい厄介なものである．振動が出るかも知れないと

案じていた時に出なかったり，思いも寄らなかった個所
に現われたりするが，振動の出た所を調べて見ると何か

思い當る事が多L､．

船の振動ぼ乘心地が悪いとか，乗組員に不必要な疲労
を與え,また休義をさまたげるばかりでなく,溝造物腫弛
緩,疲勢或いは破壊を起させた.り,艤装品特に高級媛妙な
航海青嬬，測器或いは無電關係設備に種その弊害を及ぼ
すので,とにかく速やかに防止しなければならない,根本
的な解決はいずれ各方面からの研究によって篇されると
思うが，なんとか腰幅を最小限度に或いば人膿に感じな
い程匪に直ぐ･にでも減じたいので，とりあえず思い営つ
た所尭具腱的に述べてみよう．

まず最近の新遥船の振動が激しくなった原因を考える
と

1）振動源が大きくなった事

2）船鴎構造が振動に錠敏涯なった事
3）船型上振動迄弱黙のあ為事

4）構迭上振動廷弱熱のある事
5）その他

等が思い常って來惑．

(1)振動源が大きくなった事

シードが水中から永上へ叉室申から水中へ出入し

ながら回蕊する蕪から生ずる涯動

ロ）前遙の場合プロペラに押し出された水塊が舵にぶ

，つかり，舵から雛尾部に博って来る振動

ハ）後進の場合ﾌ゚ 画ぺうに押し出された水塊がアブF

ピークの下部附近迄堂って起る振動

の三つが琴げられろが，いずれもう°ロペラの出力の増大

と共に大きくなる．この振動数は主職の回韓數にブレー
ドの數をかけたもの，即ち多く1の商艦でば4枚翼である

から主軸の回韓數の4．倍である．回縛物が回簿すると’

回縛駿或いばその整謹梼の振動を．伴うが，主機系統の場
合は回鱒物涯主機の回轄運動をする部分，主軸系統及び
フ｡ロペラが含まれるの･ぜ，主嬢の回轌數或いばその整數

倍の振動ま，主磯の画蜂二原因す為のか，う°戸ぺうの影
響か判らないが，とにかくニネルギーの非溌庭大きい振
動源であり，また主機の種類“ﾛ何:こかかわらず現われ
､る最も注意を要すものでああ・

補機輝も同稼な源があ患が嚴回鱒物ははるかに小さく，
振動エネルギーも主鱗こ較べると小さいが，補機と思っ
て油断をすると，意外な振動を起こす．こと涯最近發電
機系統には，数十馬力から百馬力以.このものがあるが’
･これ捻主機に次いで注意が肝要である．

主および補儀の中に往鹿運動をするものがあると’そ
の反作用が擬勤の源二なるが，最近でばディーごル機關
或いは-部の誤ンﾌ･を除くと，往復運動をする溌械はほ
とんど姿を消して，この間煙憾胤から解消した，

毒一ゼノL機關の場合(ま燕筋肉の爆發によって起る振
動が問題である．即ち氣離内の爆發力によってピストン
は下方に押されてクランク軸誇回すが#これと同ビカが
氣篭のトップ･を上方涯押し-上げるように働く・この力が
コラムおよびエンヂンベッドを通じて，機關蔓構遼を持
ち上げるが,最近ディーゼル機關の出力が特に1鶴當りの
出力が大きくなったので，この振動エネルギーほ非諭仁
瑠大して來た．航宝淡や目勤車等錘内燃磯關を原動力と
する交通儀關で,主磯の出力ば機鐙或いは車篭に對して
随分大きいが，振動獄ぎわあて小さく人禮輝感じない程
度である．これ陰主機の回樺が早いので’氣儲内の1爆
發力ほそれ程大きくない鞭や,氣儲がV型や星型に配列
されている事にもよるであろうが，原動機を機魑或いば
車繼渥固着しないで,緬物をほさんで支持し'原動観
からの振動ｴﾈﾙ￥ーを中途で吸收するように工夫して
いろ｡こ兎に反して噺の場合底>陸上の原動機が過大な

１
１ ←

｜言うまでもなく船の淡動の主な源臆'主織'プロペラ，
'議婆葦灘講鷲ぁ瀧嚇鶏
｜開室力謹達す為につれて發電機や補機が大きくなって來
|た
主機，補機關係から起る振軌ま
ィ）主軸の回鱒に同調或いば共鳴して起るもの
源）レシフ｡ロ機關の場合のよ5に往復運動の反作用と
して生ずるもの

ハ）ヂーゼル機關の場合のようにシリンダー丙の爆發
力を直接受けて振動するもの

等であるが,逗これと關連してｱ･ﾛベラの回韓から羊ず
ろものがある．

フ･画ぺうから發生する振動腱は・識“
.f)フ｡ロペラの一部が水上に露出している場合,プ

ｌ
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基礎の上に湿固に据え着げその振動＝ネルギーを基礎や

地殻に吸吸させているのと同じ方法で,主識ま直接艦蕊
の一部を構成している機關臺祷造にがっちり取り着け，

喝

振動エネルギーを100％船鐙渥傳えている．数十馬力以

下の補践の据付方法も同様であるが，最近は耐久力もあ

り濁質も良いスフ・リング或いは人遥ゴムのようなものが

出來ているので，ことに補薩の据付方法ほ根本的に考え

直す時と思う．

（2）船罎擢造が握動【こ銭敏になった事

船隈仁傳わった振動エネルギーは，一部娃船禮購造内

部で吸牧され，あとは海水に吸收される事になるが，い

ずれも譜匿が振動して初めて吸牧されるものである．後

者ほ船瞳とこれに接する海水との…，水の分子相互の

一
ゞ
一
」
’
１
１
．
１

－
一

’
一
一
Ｉ
Ｉ
Ｌ
‐
１
１

丁
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~上雲一ノ

この遅の下部は幅が非瀞に狭く
横方向のショック!ご對してば振
動し易い．

後進の場合ﾌﾟ画

ぺうに押し閃さ

れ,た水塊はこの

部分を激しく叩
く

第1圏

摩擦および諾賎附近の氷面の波立ちといった形で吸岐さ

れているのだと思う．

最近船殻權邉は大幅に熔接を採用しているが，その結

,果，振動エネノレギーぱ船燈構造内部で吸收されにくくな

り，船燈ほ振動に對して鋭敏になって来たのでほあるま

いか．鋲接手ぱいがに堅い工事をしたとしても，元来別

個の2枚の板に鋲孔をあげ，薮多心､鋲で閉じて密着させ
ている形の接手であるから，熔接のように2枚の板詮完

全に溶け合せてあたかも1枚の板のようにする接手と

は，根本釣涯相違している．鋲接手侭振動エネルギーを
まく吸收する外に振幅の激しい個所とか,ストレスの高
い個所でば，鋲および鋲孔が弛緩し，或いば更にス少ヅ

フ。を起して，自然にたくみにいわゆる逃げているように

思う‘その詰果，鋲購造の織豊捻總鴎的に捷動エネル
ギーをよく吸牧して，瀝助庭對して鈍感であり，また局

部的に高いストレスの働く個所でば，たくみに逃げてク

ラックが入りにくく，また入っても局部的に止って大事

に至らないで濟んで来たのであろう．この認ま今まで見

逃していた鋲接手の賢い特徴の一つである．最も優れた

船竪燐豈とほ，廃要の個所に鋲撰手を配した肩疫の熔接

総造であると思うが，これを論ずるのは次の機會に譲り
たい．

また熔撰溌威麺園に使用してライトウエイトが軽く厳

･り，その結果，室､倉事は荷物の少い時の排水量が減ずる

が，菰鋤する重鑓とウエッデツトザーフェースとが同時

;に減るので，これも振獅:自然挺大きくなる傾向のもの
,である．

（3ツ船型上癌動に弱煕のある事

以上のよ'うに最近の新造船は,振動が激しくなりがち
の要素を必然的に内蔵しているから張動防止には一層注

意を排おなければならないが，－－方砺の速力の速くなる
につれ船型をファインに詮計する事や，或いは極度に無
駄をはぶく事から，知らず知らずに$感I上面白くない型
になっている場含がある．

後進をかけると非常に激しい振動を起す･砿が多いよう．
に思うが，船尾部殊に下部のラインズがあまりに癖せ過
ぎているのでは．ある雀いか．（第1圖参照）貨物船でほ
連いといっても20節前後までで,造妓抵抗ほ重だそれほ
ど大きくない.船尾の下部のラインズを少し凌げても,ほ．
とんど推進關係を害す事はないと思う．現在で《孟良ぃェ
事の出来ないほど狭いものが澤山あるが，この遜の幅ほ
船にもよるが1倍半から2倍位に擴げると良いと思う．

近頃の船はほとんど全部がクルザースターン型の紹亀
で，オーバーハングしている部分(ま大きくなりかつ重く
なって來た・三島型硲を例にとって考えると，日本の婚
は船尾鯉に居住厘をとらないので，船尾摸ほ肋骨11番
賊丘で止めるようになるが,その結果,スクリュウーァ

パーチュアの前方上部の肩と僻認輪附近を結ぶ鐵面を．
とると，そのIおよびI/Yほこの附近で急激に減少し‐

屯
－

１
１
当一

芽蝋
トーーー-1－

11
－－1

Bに隔壁か張力な
ダ

ウェッフﾞフフーム

があると振動は遥
かに小さくなる号

L=ﾐ需苧二－一一艶，

A蔚面のrおよびI7Yはこの
附近で最も小さくかつ急激に減
少している

隼2岡

11“
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ている．（第2岡参照）船尾樫端附近（船尾部上部）の

ラインズの婿せているものは，この傾向がことにひど

．ぃ・オーパーハングの部分の重量緯，舵，操舵機ムア

ヅングウヰンチ,中錨その他儀装品等を含め窟と50屯以

上に達すだろう．すると船鰡から50屯のキヤンチイレ

バーが出張っていて,A勵面で弱い所を持っている事に

なるが,これは決して安定の良いものでなく,振動源があ

るとすぐに振動を始めやすい．前進時ほプロペラで押し

出された氷塊が舵に富り，後進時ほ船尾部に麓って，そ
のショックによって船尾附近が上Fド左右に振動するのほ

この爲である5．

ディーゼル擬關三角型の大型貨物船で，主溌が或る回
鱒になると船濫がこれに同調してフワフワ振動するもの
があった．（この船ほアフトピーク隔壁が第二甲板で止
・っておった)が,第2岡Bにウ.ニップフレームおよび住
を設ける事によって，涙動ほ非常に軽減した例がある．
B附近の外板唯振動の度にベコベコ動いていたようであ
るがこれはトランスパースのリヂディティーの不足があ
･ずかって振動を大きくしたと思うが，その主な原因は贈
尾部のオーパーノ鳶ングがまずA切断面附近を弱黙とし
て上下に大きく揺れ，その反動で船魑がフワフワ揺れた
ものであろう．

これらの畿錬としては

イ）船尾部上部のラインズを肥らせる(A断面のI
が大きくなるように）

ロ）船尾換を少しでも前方に延ばす
ハ)B附近に狸力なI､ランスバースメンバーを設
ける．

＝）第二甲板の脆口の幅を，後部附近で狭くする（第
’雛のハッチの前部でしばしば行っているように）
等思い當るが，結局多くの外國船が今なお綴けているよ
うに，一部の乗組員室を船尾部に設ける事を再び考え直

か墓･＝た三島坐およびフラ

ジシユデッカーの2隻の貨

物艦を考えて見る.(第4圖
参照）横断面A(三島型中

央ウエルデッキの部分)ジ

B(三島型中央船橋鯉の部

分ぅおよびC(フラッシュ

実ヅカー中央部）のI/Y

罐，大職同じ位の大きさで

あるが,Iはう“貨物船の

場合にほAを100とする

と,B(X135～140位>C

侭120の見當である．同じ

長さで排水屯数が大澄同じ

位の場合に(謁船の曲げ，

84
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第4圃

モーメントに對する許容應力ほ大禮同じ値を探るので，

I/Yは大禮同じ大きさ即ちロードラインレギュレィ

シヨンの示すI/Yより若干大きい値であるが,ABJs

よびC箇面の鰻力上の深さはそれぞれ異るのでIの値

ほ溌さの深いほど犬きくなっている．船の全鐙としての

漉勵腫或lJ､は何か影響があるかも知れない。

（4）構造上振動に弱黙のある事

戦後しばらくして欧米の文献が手に入るようになった

頃，厭米の船の輕荷重最力琲常に輕<なっているの涯驚

きの眼を瞳つた．そして熔接の慶範閏の採用と共に，船

艘重量の軽減に關心が柳われた・元来日本の鵬:嬢關部

鮨よび織装關鑑が随分重いのであるが，これを船殻重量

の輕減で補うかのようにメカントリングほおとせるだけ
おとし,ｳｪﾂブフレームおよびピーﾑ等はどんどん除
いて，専ら船礎重量を輕くし，一時罐軍に船魁重鐙の軽

いのが，優れた設計であるかのように考える風潮さえ虎

’す必要………いか時々輕荷状態の折などで船首が左右に振動するの意感
’ずる事がある.わが函の賂の船首部の》“談'セミマイ
トャーフ謙一ムというのか,或いは鋭いv型というのか’
と渥かく下部の幅は非辮こ跳いので，瀧勵面について考
，えると垂直中心線の回りのI侭小さい．（露3個参照）
‘ことに船首部の吃水が浅いと左右の振動筵對しては不
｜，安定で，ごく輕徴な振動エネルギーにも感應して左右に

I澪懸:簸静齢繍瀞鰯鴛裳
くい鮎もあるので，これも再検討の必要があろう.．

b

｜
｜

’

I
これは或いは振動とは睡妾關係がないかも知れない
が,船の長さが同じで叉幅詣よび最大排水屯數が大鎧似、Ｉ
・ 1105
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認た．しかし輕くて懇し､設計は理想Gある力謹際にはな
じ弓d

｡かなかむずかしいもので，意外な峡潅を俘いが竜である

,鋲，振動の激しいのもその一つの現われと思う．

‐葦ずディーゼル機關船の振動を考えてみよう．さきに

途べたようにシリンダー丙の爆發力による振動エネル
ギーほ，とにかく櫛鰯豊を揺って吸收されなければならぬ

ので，1篭當りの出力が大きくなるとどうしても振動ま

激しくなる．船壁は頑丈であるといっても，船の幅およ

び深さに對して外板や甲板の厚さを較べると，大魁

1,000分の1位のもので，非常に榛みやすいものである.

現に資諾を調べても主擬臺附近くま，振幅は大きいが，遠
ざかるに從って次第に小さくなっている．それ故振幅を

小さくするにはどうしても庚ぃ範函でエネルギーを吸牧

するように,すなわち機關霊附近を擁みにくくするより

仕方がない．機關室附近の二重底(蛍高くし，サイドヵー

ダーを密に入れかつ前後に十分長く伸して，まず二重底

のIを出来る限り大きくし，叉ウェップフレーム，ビ

ームおよびピラーはなるべく密に設け，また肋骨が振動

する氣味があればサイドスI､リンガーかプラッi-フオ

一塁デッキを設けると良い.ディーゼル擬制船の機開室

ほどのように強く構遥しても睡過ぎるとい弓蕊3絶對に

ない．そして固め方として嫁IYではなくてIが大き
くなるように,スパンを短くするように,また十分速領性
を保つように考えるべきであろう。一般に磯開室のウェッ
プフレームを1本か2本塘すと，とくに上部の方は見

ちがえるぽかり固まって来る．

ディーゼル擬關の爆發力から生ずる#錘旗巷よび前章船

型上の頸で述べた船首尾部の振動を除くと’主磯の回轌
に同調して生ずる振動力鍵るが，これにも色毒のものが
あるように思う．

イ.）船媛を1本のビームとして振動する場合

ロ）横震を受けた建築物が揺れるように，船瞳が鱗方

向に振動する場合(後進の時等とくに覗く振動する）

〃､）甲板（外板或いぼ隔壁等のこともあるが）が外板

や隔壁で支えられた1枚の大きな板として振動する場

合，ガーダーは甲板を支える壁のように働く場合もある

が，甲板と一緒に振動する場合もある.

＝）ガーダー或いはウニップフレームおよびビーム

等が振動する場合

永）マスト，扉，補磯，織裟品等が振動して，そのた

め附近が振動する場合

等がある．船鎧があたかも1本のビームのように振動す
る場合にも，2ノード,3ノード,4ノード･･･…･等振動の形
がある外Iこ,上下の振動左右の振動,および摸られる振動
があり,またまれであるが,勝が長さの方向に延縮される

一一．一一■一一つ一舎一一己
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〃

ような感じの振動を錫える事もある．錯禮の固有振動は

鰭の長吉，幅語よび深さ語よびヱカントリングによって

決るが,資際挺ほ三島型にするとか,亥ラッシュデッヵー

にするといった事の外には,船禮のIを大きく塗える事

はむずかしい.それにその場合の固有振動は排水量，積

荷の分布,トリ･Z,等の外,船禮に附随して振動する水の量

および朕態輝よって塗って来る．この問題は多くの船に
ついて色盈な状態の振動を調査研究しないと判らない

が，多くの場合激しい振動は主機の回鱒を1,2回湾鍵え
ると止るので，根本的決策が出来るまでほ少くとも船濫
の振動が彊く出たら，主磯の回轌を鍵えるのが賢明な對
頷

策であろう・船のように幅諮よび蕊さに對して外板や甲
板の薄い構造物でば，トランスパースの濃さが,ロンヂチ

ユーヂナルの硬さのみならず振幅や振動数にも影響があ
るのではないかと思う．躯力なFランスパースの増設
が，振動防止に効を奏すろ事がある．

船橋および居住唾等上部の構遥がちょうど横揺れの地
震の時のように，水平に振動する事がある‐特に後進の
吟等に娃相鱈溌しい事が多し､・機關室内の最近の祷造は
一般に主機の出力が噸大した割に狸化されていないばか・
りでなく，かえってディーゼル主機の場合に砲エンヂン

ケーシング，オーブニンク・の長さが20米を超えるもの
があったり’又タービン艦では重油焚になって横炭庫の
隔壁がなくなり’主機室と罐室との境のスクリーン隔壁
を匿したり，あるいはウニツプフレー△および柱等が若
干省略されて，識方向の振動渥對する抵抗力縄減少して
いる.その上熔接鰐遥になってから全般的にビー皇＝

＝が小型になった事’また最近の船はデッキハウスは
非常挺長くなったが’これに對するウエツプフレー必
や1､ランスバースの鋼壁がほとんどない事’これはすべ
て鱗方向の振動を大きく出易くしていると思う．

居住唾等上音聡遥物を鋼製にすると，デッキ官一Fが
大きくないので，ミニマムシツクネスの甲板厚さ6～
8粍に小さいビーム（100～125粍デツプス）を着けるよ
うになる．ピームスパンに對してビームの深さが小さ
く’またスI､ロングピーム,隔壁および中間のカーダ

ー等がないので，かような上部の甲板は非常に澆みやす
く’自重だけでも相當量の摸みが出るくらいである．そ
れでちょっとした振動源があると’すぐ感應して振動を
起し易い｡(第5間参照)機關事開口の雨端その他適
當の個所に横隔壁やウェツプフレームおよびビームを

設けると’甲板の振動のみならず前項の水平方面の振動
防止にもすこぶる有効と思う．

第5間では上部購遥の甲板を例にとったが，すべての

甲板，隔壁および外板等それぞれ1枚の大きな板としで

…』
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厚さ6~8粍の板!#'00~'25粍深さのビームを
付けﾅﾆ甲板は幅6～7米，長さ30～40米中間に
鐙んど何も支えがなく樺造さIfLている．
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スパンの中間la･, 万一〆一

､かる･の大きな荷重が力 猟,ム
■

I

第8圏

’第6園 一グーをハッチエン.ドピ.＝ム（デフレクトメンパー)の
口

呆パンの中間で支えるような場合，これ等の澆みば大

きな量に達する。（第7圖，露8圖参照)ヴそして澆みの
大きい設計構造は，ストレス上の迩力は-1-分あるにじて
も，結局遥硬な構造ではなく，また振動が大きく出易い
のではあるまいか．先輩達の教え，即ち

柱ほ中途で止め為事なく，ピラーロード侭必ず柱か
隔壁でがっちり受けよ.

隠遥の上FFには必ず隠遥を，どうしても設けられぬ時
にばウェップフレームおよびビームを設けよ。

大きい集中荷重は柱か隔壁で受けよ．
等の注意は記憶を新たにする必要があろう．
ウェップ・フレームは他のものに比べるとスパンに對
してデグフ°スが割合に深いので，鍵みにも相當懇いが’
更に深めに設計すると同一重量で非常に涯硬なものが出
来る.機關室内のウェップフレームほ特に深めの窓のが
良いと思う．これに反して,スパンの長いカー､叉一やスト
ロングピームは前述のとうり元來僥みには弱いので’

少詩デッフ°スを増すくらいでは追いつかなくて’結局ス
パンを短くする方法で解決を計らねばならない事が多
い．即ちピラーの増設が最も効果がある・最近の商船緯

考えるべきと思う．そして肋骨，.ビームおよびステイフナ
ーは板をスティフンするメンバーであるが，デフレクト
メンバーである.またガーダー，ウェップフレームおよ
びビームもー殻にはビームやステイフナーの支鮎となり
荷重を支えるが，しかしデレフクI、メンバーである．
大膿前述のメンバーほ許容應力を中心に考えられる即
ち一定以上のｳｪﾂプの厚さを持って,所要のI/Yのあ
るように設計される．それでスパンと深さとの比を出し

C

て見ると善通貨戦勝ではビームの深さはスパンの20分
の1から40分の1(上部構造でデツキロードの小さい個
所）くらい，水密隔壁や鋼壁のステイフナーは20分の1
くらいから25分の1くらい，デツキガーダー等ほ約16’
分の1また肋骨ほ丁度その中間位といった見當である．
そｵ1紋に澆みの方面から見ると，スパンの割合に深さ或
いはIが十分でないものがある.たとえば上部溝遥の甲
板ほ前庭述べたとうりであるがこの外スパンの長いカー
ダー，板が薄くかつステボフナーのヂツフ°スの漢い鋼壁
等ほとくに曉みやすい．毒たカーダーのスパンの中間で
ピラーを止め，その全荷重をかけたり，或いは一列柱の
購謹の時はどうしてもかようになるが,ﾊﾂﾃｻｲﾄ゙ｶ

I

’

’
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これ等に關しては列記するだけで割愛する．－鐙にど;ラーを應止し過ぎた感じがする・

マスト，扉（特に学開きの時)，補撰その他謹装品等

が振動して,そのため附近が錘＃するのをよく見かけ島・

諾に腫底面積に對して重心の高いものをつけると即ち不

安定のものは不向きでとかく振動を起しやすい．出来る

かぎり重心の低い安定の良いものを選びまた設計しなけ

ればならないが，どうしても止むを得ない時にはステー

を必ず設ける事である．後進の時主橋が激しく振動する

船が多いが,レーダーマストを設ける船は,主橋は省い

て一向差支えないし,またデリックポスト捻高さを4分

の3くらいに縮められるように思う。弱い壁に重い計器

等を取付けた爲に振動したり，軽い構造の甲板に重い織

装品が乗って振動の原因を作ってる事もよくある．この

種の振動を事げ始めると切りがないからやめるが，補磯

の中にほ不必要に背が高･く又重心の高いものを澤山見か

けるが，これらは是非改良したいものである．

(5)‘その他

船にはその他色々の振動源がある．波浪が船禮を叩き

或いは甲板上に打ち上って来て起したり，投錨の時錨鎖

が走り出るのに伴って生ずるもの，荷役中揚貨磯の運簿

から發するもの，旋回中に現わ湿るもの等釜．本回は

以上は船の振動に關して思い當つた所を述べた次第で

ある．だらだら貴重な紙面を費したが，要は丈夫な船と

弱い賭との差も，振動の激しい船とほとんど感じない賂

との差も紙一重，材料で侭せいぜい5屯の相違と思う．

出来上ってから後の補鰻ほ勢の大きい割に効果が奉らぬ

が，初期設計の時に良く案を練って，5屯の材料をほり

込んでやれば，多くの場合脂ほ見違えるほどしっかりし

て来る．

前進，前進もう一歩前進，先ず船から振動を除きた、

い、欧米ことに米國の造形技術は麓る事なく，驚くほど

の速さで進歩を領げている．

罐がき〕

振動の問題ほ資は苦手中の苦手ではっきり申すと良く

到らない識が多い．どいって，胎が激しく振動するのを

ほって置く課にも参らぬので，あえて思い営る所を述べ

た次第である．間違っている所も多かろうと恐縮するが

何卒お許しを願うと共にお教え願いたい．少しでも振動

防止に役立つ所があれば幸甚である．

’

召

’
潅蕊墨加藤一箸A5上製200頁280圓("25圓）

荒 天航泊法
小谷･南･飯田共著A5上製340頁450圓(E403)

機 關士必携
天然牡編B5"180頁2m圓("25圓）
舶用品の解説と紹介
朝永研－郵著A？上製210頁250圓（邊25圓）
舶用機關入門

依田啓二箸A5上製4"頁450圓鱈40圓）

船舶，運用學
小谷信市箸A5上製300頁350圓（篭釦圓）

舶 用補機
小野暢三箸B5上製折込圖4葉"0圓("40a)
貨物船の設計

高木淳箸A5上製240頁3"圓(=40圓）

初等船舶算法
中谷勝紀著A5上製320頁350圓(g40圓）

舶用ヂーゼル機關
中谷勝紀著A5上製200頁250圓("25園）

舶用僥玉機關

繍戸高等騨篭噛薯噸圓鱈25圓）
航海士必携

關刑武著B6上製140頁130圓("25m)

，’艤装と船用品
参一､--～も･･一一勺一ヶ…●'一竜"-

天然融・海事圖書
米國造船造機學會編米原令敏課o
B5上製270頁6釦圓("50圓〕

舶用機關工學（第1分冊）
上野喜一郎箸A5上製280頁380圓･(邊30圓）

船の歴史（第一巻）古代中世篇
山縣昌夫箸B5上製函入350頁850圓(=50圓）

船型望（推鍵篇）
船舶局費材課監修B5上製400頁650圓(&50圓）

舶舶の資材
茂在寅男著B6上製210頁280圓<"25圓）

解説「し－ダ－」
橋本・森共著A5上装200頁300圓("30圓）

船 舶積荷
依田啓二箸A5上製200頁'280圓(=25圓）
海上衝突豫防規則摘要

小野腸=¥A5上製170頁250圓(g25圓）

舶用聯動汽機
春日・杉浦。雨宮監修A5HI500頁8001gI(g50圓）

水 産鮮典
天然赴編B5上製300頁600圓(E40g)

船舶の嶌眞と要．目
矢崎信之著B6上製300頁250圓(g25圓）

舶用機關史話
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－ 好評發寶中一

工學帥士 III縣昌夫箸

(船型學）推 進 篇
アメリカ造船造機學會糊米原令敏誰

(第一分冊）舶用機関工學

B5380頁芋850

B5270頁¥630

推進用磯閉，馬力と回韓，一般計證の手順，ボイラ，往復動蒸兼機關，蒸氣タービン

－近刊案内一

工學博士山縣昌夫箸

12月刊（船型學)抵抗篇鵬5130頁割701
（|制版別冊）

アメリカ造船造機學會編米原令敏鐸

12月刊（第二分1I)舶用機関工學B5220頁薯52．
ディービル機關、減速歯車、推進器および軸系、材料と冶金工學

ノー←箔一一~－－－、~~、~‐－

1いずれ
$
､一一二－戸一一－戸

も葉書にて像約

（

申込み下さい。發刊の節は荊引等の特典があウます。｝ノ
ー亜ゲーー一習一､､〆_一一〆両-〆-一戸一戸､一一戸両〆､〆－〆宰〆－〆～一一一一一一一一一マーー-~=-~ーハーグ~マーーーーーー‐ユーーー－－－－~~ー一一一--コーーーー

、各冊豫偵￥650－

熱工學と熱力學、振動、
熱交換器 約290頁

一

ポンプ・・送風機・腱縮

機およびエゼクター､蒸
淵装i脅､冷凍機・挽氣・
通風および峻房、IW峨約320頁

甲板機械、電紺佳進、電

鮴州州試迩縛細"｢｜
漁約申込下さいo－

天 然杜

一
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改良され7こ最近の光學振計 研野作一
東京理科大畢教授・工學博士

陸Lがき

筆者侭本誌で贈舶用振計と題1)してその

一般的解読を試み，筆者考案になるスリー

ブを用いないことを特長とする光學捉計を

紹介した．筒これが陸上機への應用分野に

｡ついても言及して置いた．

本器は昭和8年來船舶試鹸所時代から今

･日の運輸技術研究所に到るまで次痔当改良

に改良を加え，先ず完全に近い3臺を得て

各造船所からの依願に應じ，主として試運

鱒の際の軸馬力測定に使用されて來た.一

昨年西日本重工長崎造船所から本器の要求
があったのでこれを機會に10數年来の經
’ 力才幾

I

第1圏光學涙計の光學系．

本誌をかりて改良されたる最近の本器について読明し

これが船のみならず益を多方面に利用される斯界の進歩

發展に寄與される端緒ともなれば幸である。

本器構造の概略

順序として本器構造の概略を述べろ。

中間軸上に長さ約1mを隔てて2箇の環を固着し，一

方の環に低凹面鏡が，他方の頚には光源および標準35

mmフイル.z,(長さ最大a5m)を装填したカメラが固

験を生かし前記3器をもとに更に改良詮加え,誰にも容
易に間違いなく使用できることを理想として設計し直
し，新らしく製品として使用者の要求に答えるものを製

作した．その後三井玉野造艦川崎重工等におLきても用
ぃられ識想通り信頼性ある計器として常用されるに到っ

た．これによって數多の結果が集漬されその結果も績々
公表されつつある．

最近白馬山丸の試錘専にて4種の型式の摸計の同時計
測”および近く發表される日聖丸の航海實地試駁への適
用結果ほ標準計器としての面目を新
たにした．特に後者の試験に託いて
はカメラの着脱装置が考案（蓮鐡技

術研究所伊藤技官による）せられ，
機關を停止することなく自由にフイ
ルムの取替ができるようになったこ

とば，この種の長期航海試験に對ず

る利扇慣値を増したものとして特筆
すべ章ことである・

筒以前から本器の陸上機への利用
の磯會を求めておったが，一昨々 年
山口縣下松東洋鋼板株式會献のコー
ルド．ストリップ。，ミルの作動中の

綱板張力の一溌性が問題となり，と
ii,が究明にリール・モ'-ター軸のト

レクを測定し所期の成果を學げると

上ができた．これば東大計測工學科

卿丙二郎教授の紹介によるものであ
った。
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M,凹面鏡薮，固定蕊S,細隙光源’

A,中間軸Bj暗箱
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射畷蘂位の方向を鍵え，圓筒レンズ

は線像を黙像にするだめのものであ

る．擴大レンズは現在は10倍の顯

徴鏡對物鏡左利用している．

次に改良された諸黙について述べ

る．

●

改良された黙

（1）光源

以前は箪線電球そのものの繊條を

光源としたのであるが，こｵしは断線

L易い畝黙があり，かつ電流の張さ
によって線の位置が微動す為という

峡階を見出した。そこで術孑板に鍍

銀し透明な細隙叉は銀細線（これら

の幅は0.05mm以下）を約0.8mm

間隔に平行に3本作り，これを3.5V

の市販豆電球の光で凸レンズを經て

、

第3岡前方から見た光源部および暗箱

定され雨者が軸と共に回鱒する．.かくして光源から出た

光喧鏡で反射されカメラに入り回轌中に軸にかかるI､ル

クに比例して生ずる二つの固定環間の軸の振れ角が連鎖

酌にプfルム上に記録さｵしるような構造になっている・

第1圖信本器の光學系，第2～4圖は硲内に取付･けた

妖態，（西重谷口中氏の撮影による)第5圖は凹面鏡支持
粂鈎一筆6岡は静的零線，第7岡はトルク蘂助記録曲線

一様に照したものを光源sとした．蔑一電球が断線して

も只これを取替えるだけで，前の場合のように零線の記

録を撮ウ直-;-必要はなくなった．叉光源を3本線とした
効果は二つある．

a)間隔既知の3本線であるから軍にフィルムを手動

で邊葛だけで間隔が掻大さｵした3本の平行3線が記録さ

れる．叉ターニングモーターにより軸を徐鳧に回轌しな

がら右および左廻湾の記録を撮れば所謂静的零線が得ら

状態，（西翼谷口中火の娠霧に工色北

金物，第6圖は静的零線，第7岡は

の例誰示すものである．

露1画に諸いて細隙光源Sほ凹面

銃哩によりS｣なる反射震像を搾
る．軸のXX'間がβだけ握れると，

鏡は光源側を塾準としてra=3だ

け蘂位する．この塗位は資際1TnTn

以下の徴小量であるから，これは光

源に鍔し鏡の關係的平行移動と見徹

すこ-とができる．かく考えろと反射
の法則からS1畦26だけ移移動する

即ち軸にかかるトルクの蘂化に應じ

て反射演擬の鍵化となって表われ

る．カメラはこの動きを軸回轆に蓮

動して邊られるフイルム上に撮るよ
うにしたものである‘この原理によ

り反射笈像の躍位凌讃み取るように

したのが直覗振計3)で,これを中間
軸の陸上擬試験に通詞したのが中間
軸握れ歪計4)である．圖中ポロフ・リ
ズムは光線の方向を鍵えると共に反

第4岡後方から見た晴箱

DJフ･リズム筐E,肖動逆i陣機構

G,光源用豆球

B,暗維

F,摩擦輪
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:；球の光がフイルム裏面に直接當るようなタイムマーー
ニf
:t

＃カーを設置した．
§
即ち豆球回路に電接時計を直列に入れると豆球は鳶→

《(0,5或橇1.0sec.)毎に明滅する故,移動するﾌｲﾙ
iム上にほタイムマークが入る．かくして諾の旋回，
；後進,急停止等の如き船禮が過渡的運動をな鵡合
iの時間軸が得られる．

し（5）自動逆韓機購

軸の回轄が前進から後進に切換えられてもフイルム暹
りの方向が常渥一定になるような確資に作動する自動逝
鱒機祷を設け前進後進何れの試験も自由に行うことが可
能になった．

（6）その他の改良黙

ウォームギアーを交換してフイルム塁り逹小さく又大

きくもできるようにした.長さ6G5mのう.イル兵で軸の

1000回韓分瞳容易に得られる．叉固定環の固着法，豆

球への邊電用ブラッシュ等鳧幾多の殴艮詮加えた．

以上により本器は一先ず誰でも容易に間遠いなく使用
できる段階に到達したと信ずるものであるが筒今後にお

いても十分改良に注意を怠るもので罐ない．

次に本器の總合的特長について言及すべきであるが,‐
過去において述べ識しているからここにば再録しない.

零誤に關しては昔糯の生命ともいうべきものであるか

ら過去並びに最近の記録を裏付けとして一言述べてみた
L，．

第5園凹面鏡支持金具M凹面鏡

れる．以上何れかにより3線間の間隔を測れば，レンズ

の倍率がわかりこれを2倍すれば全光學系の倍率mが
得られる．即ち計器の繊定ほ軸を握ることなしに現場の

取付状態で容易に行われる．

左右雨回湾による記録零線崎軸の塗曲のために一般に

正弦波形をなし，振計取付場所から後部軸受および船尾

管の摩擦トルクのために雨記録には僅小の相違がある．

この値に關する問題は繁者証發表の論文5>を参照された

L、．

b)一般漣記録計器の倍率ほ記録紙の幅で制限され

る．本器の倍率が限られた幅のフイルムを使用して比較

的高くなし得られるのは3本線（一般には何本でも成立

つ）を使用することにより，1本の線がスヶールァゥ卜

しても次の線がその代りになって表われるからである．

特にトルク鍵動D甚だしぃ機關に對してば誠に好都合で

あり叉後進試験の場合にも便利である．

（2）基線

從來トルク曲線の見掛の塗位を求める基線としてフイ

ルム端を使用したが，現在はフイルム直前の窓にハンダ

付けした細線或ほ圓筒レンズ面上の黒諜がフイルム面に

壷く線を基課とした．これによりフイルム幅の不同或は
フイルムの光軸に對する波状移動に基く誤差が除かれ，

測定精度が高められた.

（3）凹面鏡

鏡はその直座を約4cm,曲率半径を約1nlとし，その

表面ばアルミニウム蒸着による表面鏡とした．從来の裏
面鈍で見られるレンズおよびプリズム効果等の鉄黙が除
かれ，非常に明瞭な像が得られ･るようになった．

又鏡は第5岡に示す如く，球面座を介して固定される
ように改造され鏡の方阿は6本の止ねぢを剛い何の苦鱒
もなく自由に調整される．これで現場調整の一番困難な
黙が解決された。

（4）タイムマーカー

暗箱後部に0.5mIn位の小孔をあけ，これを通じて豆

１
１

｜ィ

騨的零線と動的零線

本器に關しては特に零鮎という代りに零線と解えてい、

ろが,･軸馬力計測に開す為限り軸の1回輔中における計

器の示す各位透の零黙の平均値を求めない限り無意味で

ある．この1回鱒中における零黙の軌跡（一般に正弦波

徴速の回鱒擬第6岡静的零線

作により上記

零綴の記録が

できる．この

記錨説船の或

特定の載荷状

態において港

内停船の擬霞錐7間記録曲線

’
1111
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履歴．材質内部歪，軸受位置を最高とする長さの方向の

温度分布による分子の安定陸等の静的零線に藷･よぽす影

響を考えると，測定前後の零線の僅小なる不一致ほ或程

度避け’られない．これ等のことを總合すると静的零溌の

記録撮取ほ,機關を或程度運轌して軸受附近が機械的に

も熱的にも定常となったと考えられるとき，例えば公試

運轄ならば速力試験に入る前と機關停止の直後の機會詮

利用するのが一番理想的である．・

参考文献

1）研野鋸舶用換計鋸舶昭和16年8月
2）試麓水槽委員會白馬山丸試運韓成横について

遥硲協會雑纂昭和26年2月

3）研野直覗提計遥溌協會會報昭和15年6月

4)‐同”中間軸用振れ歪計同昭和'4年6月
5）同艦尾管摩嬢による損失馬力について

・造絡協會雑纂昭和25年2月

萱とらえて撮寂す:るのが普通である．然るに航海中の艦

鶴瞳波浪のため澆屈を受け従って中間軸もその影響を受
抄て，その軸錬の舞曲状態および回轌状態(ま常に鍵化す
る．從って港内停泊中での所謂静的零線と航海中の動釣

澪課（現在これを直接に記録する方法1ま見出されていな
い）とほその波形において叉その基謀からの平均値にお
いて一般に異るはずである．故にかかる場合の負荷記録

漉形の平均値から静的零線の平均値を差引いた値ほ，そ
の負荷に諸ける平均トルクと勘定することはできない？
この誤差を除く．方法としてば軸の雨側對蕪に一對を装

着する以外に猛ない．即ち動的零線による誤差は幸い胆
してその量の大小に拘らず一方の計器に正として加わる
ならば同時I乙反對側の計器にほ負として減じられる性質
をもっている．故に静的零線を基準にして算出される雨
計器の示ず結果の平均値を採用することにより常に正し
い）ルクの値が得られる.マ”テンズのエトレーンケー

ヂが試験片の雨側に取付けられるのも同じ理由である.
以上の理論鋪證明はここで氏述べないが日聖丸の北大
平洋上での記録結果ほ上記の事痩を裏書している。この
結果は近く造船協會において公表されるであろう．
一定載荷状態で行われる大型賭の海上公試蓮韓の如き
‘は海上も平穏であるから，特別な精密測定例えば軸系摩
擢副員失を求めようとするが如き場合以外嫁’1箇の計器
で問題ほ起らない．但し何等かの不測の故障を想定して
對禰2箇を使用することほ，精密測定を兼ねて上冬の策
である．公試蓮韓とﾙ､5一般にほ繰返し施行されない唯
一の機會をミスしないために，2筒の計器を使用するこ
とほ責任ある計測者のとるべき常道である.
2筒を銅いた場合の測定結果の信頼性は測定前後の静
'酌零線の比較で判定される．

（1）測宕菰の静的零線のzF均値が試鱗後のそれと一
致すれば測定結果に自信がもてる，
（2）試識後における零腺が違っていても，一方のも
のは増し他方のものは同程度の減少を示すような場合は
雨者の平均値出せば正しいトルクが得られる．このよう
な例はまれで輕載，瀧載の雨極端の場合の値を比較して
みたら或は起り得るかと想像される．

（3）一方の計器の零線信試験前後においてよく一致
している腱も拘らず，他方のものほ甚だしく相違してい
る場合ぼ前者の計器にのみ信頼性がある・
雨方共同じ方向に不一致があれば固定環のずれの如き
雨計器に同一効果をおよぼす原因が考えられ，かくの如
き場合ほ測定ほ失敗である．

以上は計器の重要な要素をなす弾性鐙としての軸材に
何等の峡箔がないとしての到勤であるが’憧際には弾性

× × ×

× × ×
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秋田好雄
迩権技病研究所鑑鯨轍澄舗應力測定法琶歪計取扱法

｛

’
定おさえることができる．ケージをはりつけ-た後“×

5Omm程度の多孔質の紙を上にのせ，その土に50×40

x1Ommのス爺ンヂをのせて，さらに土から1kgぐら

､いのｳｪｲﾄを乘せる.Baldwinl)でばﾕlb(0:5kg)と

いっているがやや重めの方がよい.､多数の鮎が集ってい

るときにはまとめて大きなスポンヂをのせ，共通の重量

をのせる．

、歪ケージを縦向き(垂直な壁にほるとき)や上向き(天

井にはるとき）にはるときにぽ特別の工夫が必要であ

る．一つの例ほ第ユ圖に
針金

前の二篇で》歪ケージの原理と，測定回路の原理を述

べたので，この篇では應力測定を賀際に行うときの，歪

ケユ.ジのほり方，配線方法，測腱の注意などについて，

現場に直接に必要な記述を行うことzする.し
應力測定装置と歪ケージがほ臆詫成の域に達している

現在でば，應力測宕寶験の成否のかぎほ取扱法の正確さ

にかかっているといっても過言ではない．、

1．歪ケージのはり方

歪ケージ臆大きさが30mmから3rnm程度まである

が，大小によってもほり方の差はない．歪を測定すべき

箇所が金属のときにほ，ミルスケールを手持ちグライン

タ．－で40mTn平方程麗の範園にわたって落し，つぎに

0番く霧らいのサンF､。ペーノf－でみがく．みがく程函ま

金属詞司がやや光澤を詣びる程度で充分であり，とくに

磨き上げる必要はない．光澤のある面はむしろペーパー

でざらつかせる必要がある．木材のときにはカンナ壮土

げの後，サンド・ペーパーでみがくとよい．磨いたあと

蓉馴を布にしませて油氣やごみをふきとる．

涛割としては四騨化茨素，アセトン，トルオール，ベ

ンゾール，揖這濁由，アルーールなどがあるが,憧格の黙

からいってベンゾールが最も良い，とくに入念を要する

ときには四璽化炭素かアセトンが良く，また特に油氣の

ひどい場合にほトルオールで一度下ぶきをする.アルコ

ールほあまり良くない．

一度ふいた面は，ケージをはるまで瀞紫にしておく必

要があり，指でさわってもいけない．

つぎに歪ケージの臺紙の裏面に鋳普剤をぬってほりつ

ける．このとき指は清潔でなければいけない.接請割は

筆またほ棒，ド､ライパーの先などでぬ箔が，歪ケージに

遁當な量つける必要がある．その程産ほぬってケージを

はりつけて指で押すと，謬読蒙馴が蕊紙のまわりに1Xnxn

ほどはみでる程度が適営である．

なお，はりつけた直後，指走輕く押し出すようにし

て，餘分の接識馴を押しだすことが大切である.このと

き指でゲージをこすってはいけない．

2．歪ケージの抑え方

歪ケージをはりつけて後，抑えるにはウイェトを用い

るのと，ばねクランプを用いる二方法がある・

歪デージを下向きにほるときは重遥物を簡箪に利用し

’

1
1 示すように，測定黙のま

わりにhook金具を熔陵
し，スポンヂと木片を重

ね，その_上に針金をかけ

てhookに結び窪力を加

えるものである.hook(3K

挫
斤

箭ブ苧

ら
,、

ツク

ゆ

"4mm,高き10nwnの隼1園歪ケージを垂

熔接棒心源の残材を用直芯壁にはるときの押
い，木片は45×35×20える方法．
XnXnl針金は径Immのものでhookの取付の間隔ほ
“×4xnxnである．

抑える方法の他の例としてはC型クランプを用い，ス
ポンヂと木片を間にはさむ方法や，スプリングの入った
支柱で他の固定物につっぱる方法などがある：
先にのべたhookの熔接Iご侭サイクアークなどを矛鵬
した方がよい．また熔接のために測定箇所の表面に飛応
だスパッターほ入念に取る必要がある．
米國にほ上向き接着のために早乾きの鍔嘗割があり，
指で40秒詫さえている間に乾燥するものがある．この．
種の接着剤の國産化が非常に望ましい．
ここに述べた抑え方で最も注意すべきことはスポンヂ
の墜力を加えるときに歪ケージをずらさないことであ
る．露1岡のような抑え方をするときには，針金をしめ
るときに片手で木片を押しておき，別の手で針金をし塗
るとよい．

3．乾燥

室内で歪ケージをはり付けたときには通常6時間程庭
で自然乾燥する．ウエイトは數時間後にはずしてもよ
｛‘，．
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(acrl1esin)を比較したのが第3圃である．岡の横軸

ほ接譜後の時間で，縦軸(ま歪ケージのケージ係数を示し

ている。歪ケージはK1,K22)K5の三種類で接着後1時

間でウエイトを外したものである‘圖によるとプチラー

ルの接着力が非常に早くでてくることが判る8アクリー

ル酸樹脂はあ霞’良くない．

第4圖は上の結果を用いてケージ係數の最終値で任意

の時間の亮一ジ係數を割った，パーセントケージ係数を全

示す．これによるとケージ係数が100％に有効になるの

は接讃後プチラールでは3時間半シアクリール酸樹脂で

は4～6時間要することになる．同圖とHetenyi？)のハ
ンドブック中のDucoCementを用いた結果とを比較
するとプチラールがややまさっている．

乾燥法として乾燥割を用い為ときには，歪ケr-ジの近
くをかこう必要がある･乾燥剤としてば璽化カルシウム，
シリカケル等が用いられるが，盛化カルシウム(ま溌解性
があり，この黙，シリカケルの方がすぐれている．

4．維縁錘抗の測度

歪ケージの計測を行う前に絶綴抵抗の測定を行う必要
がある.これは歪ケージの乾燥度のcheckになり，ま
た計測の安定性を得るもとになる．

絶識の測定にメカは絶對に使ってはならない．通常ぼ
e

▽alve-voltmeter(略蕪パルポル）を用いる．メカの端
子電墜は数百ボルトに達し，歪ケージを破壊するおそれ

があるが，バルポルでば數ボルトの電墜しかかからな

､，、

歪ケージの絶縁が悪L<と，計器の讃みが不安定とな

ご
元
グ
貯
篭

●

一
・
ｔ
睡
剛
・
曜
権
心

・
を
一

絶
縁
推
毒
恥

申

Ｊ
ｏ
ｌ
４
川
１
１
僧
＃
Ｉ
Ｉ
ｒ
ト
ハ
ミ
ヘ
翁

０

釦
癖
い
“
『
刊
３

録
逢
『
鞄
》
誠
″
／
”
〃
咋
学
″
戸
廷

罐
1

I

Kろ

‘

’
を
倫
叱

飴
ソ
エ
生
ず
ｒ

P

1
s 環侭4

2｡

簾2画乾燥時間と絶縁抵抗

乾燥陰接着剤，歪ケージ，温度，課度により異る．漂

度が多くて乾燥が不充分な場合にほ，ウーイ．卜を外して

赤外線ランプ．，乾燥割，熱氣吹付，郡型アイロンなどで
乾燥詮早める，

このとき赤外諜ランプ°が最も使いやすい.250Watt程

度のものを30～50c皿位睦なして照射する．乾燥の程度

を知るにぼ歪ケージと試験封.の間の絶繰抵抗を

測ればよい．

第2園に示す乾燥曲線は共和無轆製歪ケ》一ジ
K-1K-5K-22K-3K－2を接蒜馴プチラール

ではりつけ，自然乾燥したときと，赤ﾀ鵬.ラン
プ°で人エ乾燥したときとの比較をしたものであ

る．このとき室温は29｡Cで涛貢は59%であ

った．岡によると赤外線乾燥は非常に有効で，

80分､の照射で絶縁抵抗は1000メグオーム(M9)
に達している．自然乾燥でも4時間後にほ1000
M9に達してい為．

ここで歪ケージの差によ為乾燥の差も多少あ

り，大型のものや，金鹿浪の密なものほ乾燥が
渥い(K2,K3など).差た一般にらせん型歪
ケージは格子型歪ケージより乾燥が詫そい。
接着湖による乾燥の差もかなりある。プチラ
.－ル(PoIyvinylbutyral)とアクリール酸樹脂

11
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一般に長時間計測の場合には絶綴度が高いこ

とが必要で500Mp以上あれば完全である．

動的應力を測定するときのように短時間の場

合に陰10Mg程度でも差支えないが，1，錘程

度の測定値ほ信用できない．

絶縁がわるいときには再び乾燥すればな語る

が，それでも直らぬときにほ，歪ケージの線が

ハンダのペストや酸性のもので犯されたかまた

はウェざトカ壷すぎたかの原因が考えられる．

蕊瞳診ﾄ暁ｦ係歓 u,書‘K1

帯ゞ‐
｡C一一一一一一
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IIIII
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5．防潟と防水

歪ケージの乾燥が諮ると，防漂のため庭表面

に防漂剤をぬる.これをcoatingと瀞する。乾

燥後にす〈･資験を行うよう,な室内資験のときに

84
y
V

旧
80

400

崎間
3246810fOtOO

鐺4圖接着割の比較

10”‘シ0弾み～‐‐．●－－＝‐‐ 々

"coatingは必ずしも必要でないが,長瀞間の

試験や室ﾀ瞳験では絶對に必要である．

防潔剤としてほグリース,-I､(ワセリンと掻脂の混
合物）ワックス，ワセリン，びんつげなど力鞠いられる．
最も簡単なのほ白色ワセリンを指でぬり,歪ケージの蕊
紙より3mrn位ひろげて，ケージのフェルトの上から厚味
2mm位にぬあ．又画一ソクを電氣饅でとかしながら上
からたらすのも一方法である.これらのCoating(ま何
れも歪ケージに識県をハンダ付げした後に行う．
測定箇所が水中におるときには防水庭理をしなければ
ならない.防水割としては上記の白色ワセリンの他にミ
クロクリスタリンワツクス液どがある．防水虚理をする
ときには歪ケージのまわりを庇めにみがき，霞めにきれ
いにして溝き，防ﾇk割も礎めにぬる．

このとき特に注意しなければならぬのは導媒の付根の
防水である・防水は謡湶の端部で破れることが多いから
である鞍湶ほ動かぬようにhookに結ぶか，プラック
テープで止めて，被覆部の端の厨を入念に防水する．白
色ワセリンを用いるときにはやや厚めにぬる．
ミクロクリスタリンワツク墓を廟いるとき腫鐘約600C
でとかし’刷毛でぬろかまたは滴下する．このとき銅反
の方も電熱器または赤外線ランプで同程度に暖めておく
とよい．

Baldwinにはneopreneと呼ぶcoatmgがある．こ

れは熱に對して85｡Cまでもち，また歪ケージの溌賊的
保護もする・歪ケージを乾燥して後，温度が35oCに下
ったときに一回目をぬり，その後次喬と時間をおいてぬ
り，後に80oCに暖めて半日位放置する．
第6圖に白色ワセリンとパテの防水性の比較を示す．・
時間と絶線抵抗は對數でplotすると画膿關係となる摩
白色ワセリンでCoatingしたもの朧湧kしても全く鍵
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第5圏絶縁抵抗が悪いと計器の零賭
移動が生ずる

り，零諮移動(drift)が生ずる．第5圖は，鐵板には

った歪ケージの絶縁が悪くな弱と，静的指示器の讃みが

不安定となることを示している．絶縁抵抗が2Mp.5M

g,35M",100M2の四種の場合に静的指示器の謹みを1

分毎に計測したものである．鐡板には應力を加えてない

が，指示器の識みが鍵動するので，この愛動量を應力に

換算すると岡のようになる．絶縁抵抗が100MJ2では全

く鍵動力現られないが，35班身で0.4kg/mm9相富の鍵

動がでる.5M2では5kg/mm9の鍵動があり，静的溌

験では使えない．さらに2MFでの鍵恥ま20kg/mmZに

紺富する鍵動が生ずる，
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化しないが，パテ‘

を防水割としたも

のは，絶縁抵抗が

下って行き，この

例では6日後I己は

約半分にI嚥下して

いる．

浸水と同時に水

流や機械的接鯛の

鏥それのあるとき

にほ這當な保護箱

をつげる必要があ

る．

浸水の他に，コ

ンクリートを固め

日鮭る中で歪ケージを

用いた經鹸もある

が，この場合も保
第6園防水詞の比較

心

瞳箱と防永割を用いれば問題はない．

6．結線

歪ケージの乾燥前または直後に導線の満湶を行う。導

腺の先をケージの謀にハン〆付けするときにほ，小型ラ
ヂオ配線用電氣鰻とペストを用いると便利である，蕊泉
に比べてケージの線(謨細く熱容量が小さいから，始めハ
ンダを謹鵜にもり，これにケージの線をつけるようにす
るとよし、・

歪ケージを振動や移動の機會が多い場所にとりつける

とき腱罐，導線とゲージ線のハンダづけの箇所に絶識用
のエンパイヤチューブを入れる.

“の端鐸は坤｡k金具に結びつけまた要所をプラフ
クテーフ・で素さえ，導腺を足でひっかけたときでも歪ケ
ージに棲賊的なShoCkが傳らないようにする・

導線は静的な測定や,線間の相互干渉のないときにほ
どニール腺を用いる．防水の必要があるときはキャプタ

ィヤコードを用い，線間干渉をさけるときにはシールド

線を用いる．キャプタイヤやシールド線を用いるときに
(弐二芯が好都合である．どニール軍芯線も二本ずつよっ

て使うとよい．

雲線ほ購入のときに特に絶溺抵抗のcheckをする．
絶綴抵抗ほ1米につき50Mg以上を要し’抵抗は0.07
"/m以下であることを要する．

導線には雨端に番號札（計測鮎番號とは無關係に）を
つけて諸くと便利である。また室内疫験や野外賞験の多
いときには導線の長さを敷群に分けておく，､我令の溌験

室では全長5m,10m,20mの三蓋洋を常時用いている．

T,Dinmmyケージ

Dummyケージについてのほり方，乾燥,防k庭理は

上にのべたactiveケージと同じである．静的な應力の

測定を行うときに睦，多薮鮎を順次切り.換えて測るの

で,dummyケージは多數黙に共通に1箇で代用でき

る"ただしこのときは試鹸片全鐙について温度の鍵化が
ないときにかぎる．

1116

試験片の中

で試験中に温

度の鍵化が生

ずるときには，

dumlny板を

用いる．第7

圖腫その'1例

を示すが，資

船の應力の測第7".dummy板の取りつけ方
定を行うとき'dumxny板は計測鮎の近くに垂直に立て

るかまたほ近くに重ね，接合黙ほ一邊のみ熔接をする．

同圖上方に示すようにdmnxny板を水平におくと，

dunlrny板の熔接した後で歪ケージをはるのに都合がよ
い；歪グージはスポンヂ,木片と針金で容易に接着でき
る．

動的應力を測定するとき,activeケージとdumnly

ダージのRバランスと同時にcバランスをとる必要が
ある場合にはacWeケージと同数のduInxnyケージ蓬

用いる．また雨ケージの導線を等長にする必要があ．る．

この際，測定時間が短いときにはJdumzny板を特に測

定黙に燭奏して着ける必要はない．極嘩による移動を防

ぐ．ために測定黙の遼くにくくっておけばよい.、

dummy板の大きさほ60×50×6mTnの銭娠が手頃で

ある．

dummyケージ砲，測定黙の温度鍵化による捕償を行

うのを役目とするから，測定熱に温展鍵化があるときに

aCtiveケージのすぐ．近くに貼らなければ意味がない。同

型のケージをaCtiVeとdummyに用いると原理的に

は補償をすることになるが，嚴密にいえば必ずしも補償

唾ず，特に温度鍵化の範園が大きいときに著しい．第8

圖に示すものは同一の鯛反に並べてほったactiveと

duInnmyケージとで回路を作り，高温から徐々 に冷印し

て，温度翻賞をするかど弓かを資験的に試験した’例で

ある．岡によると80oCの温躍謹化に對して指示器の讃

みが2kg/mm2鐵の場合）ほど移動する.従って温度

の鍵ｲ蹴園が大きな鐵験では注意を要する。

’

’

I
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1

emissionが~Iごり，直線關係が得られない．

計測中に計器の零黙移動(drift)が生ずることがあ

る・この原因にほ種冬為るが，その主なものほ

1）歪ケージのほりつげ不良，絶縁不良，防漂不良、

2）結諜プラッグの接鯛不良,絶縁不良

3）計器の温度上昇による鍾動

4）電源電墜の鍵動

5）歪ケージヘの過電流

である．

1）で歪ケージに漂氣があるとき電流を流すと絶緩抵

抗が次第に塗ってくる．從って長時間計測には對漂性が

大切である．3)に關連するが計澗揃に計器のスイッチを
入れておくことが望ましい．

5）の過電流による零黙移動は，歪ケージに過電流を

流すと熱が發生することに基く；短時間の動豹計測の場
合には20mAでもよいが静的測定のときにほ少くとも
10mA以下でなければなら麺．この現象は橇りつけた相

手方の熱容量によって華されるから，這営な電流を見
出したいときに朧計測前に歪涙一ジに電流を流し,計器
の零識が移動しないかを瞼査し，適當な電流（即ち電
塵）を定めなければならない．

計器側に上記のような何等かの原因があって零熱診動
が生ずる箔それのある時に侭次のduxnnly-dumnxy法
を用いるとよい．すなわちsWitchboxの一回路に
dummyとdummyのbridgeを作っておくと，この

回路は常に應力が零であるから，計器の零階移動が生ず
ると’この回路の讃みで移動量が判る．計器の零階移動
"eWithboxに入っている他の回路の零黙を同量だけ

移動させるから，この量だけ引いて修正できることにな
る.第11圖に示す

riｄ
祁

〆
○

脆噌
ｉ
ト
ー
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
７
１

無
臭
秒
勅
量

1

1
1 ’

4

1 1

0
呵

星

’
●

■

■

■

■

■

■

Ⅱ

Ｉ

も
Ⅱ
０
■
■
Ⅱ
日

■
■
■
■
Ⅱ
■
ザ

0

， CO3ぴ5O。恋90．
温度。c

龍8圖dummyデージ陵温度補正を

完全に行わない′

なおdurnnzyケージを用いなければアドパンス線ケ

ージでば温度10つの塗化に對して指示器の譜みが5kg/

Xnmgも移動し》問題にならない．

8．零黙の移動

結線が終ると計測装置全般の強査が必要である．特に

現場の測定を行うときには電源の賎猿，結線の絶縁，測

定装置，とくに静的測定のときにはswitchboxの絶縁

の職域,selectorスイっチの黙穣など必要である．

電源として商用電源を用いあときには電墜塗動の影響

をとるために定電屋装置やslidacがいることがある．

もっとも静的な測定装置では電墜の鍵動による影謡ほ割
合に少い、

－

第9圖ほ電源電

嘩が塗ったときの

静的指示器の零黙

の移動を示す。こ

れによると±10V

程産の鍵動では心
配がいらないこと

庭なる．電源電唾

が70Vに下ると應

力で1.4kg/mmg

(鐵の場合)に相當

する零黙移動が生

ずる，‘

第10圖膳電源

電睡が下ったとき

の荷重，讃みの曲

線で70Vまでは

直諜性を保ち，感

函系數もほぼ一定

であるが,60VF

達すると愛塞答の
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ものほ，計器に零

黙移動を與えたと

きに,switchbox

腰入っている各黙

の識みが長時間の

經過に對しても季

行に移動し,du-

xnmy-duInmy法

の有効なことを示

すものである．
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9‘板は表と裏で計

測ずべきか

板厚の割に幅の

匿い試駿片や，熔

策11園計器が零鮎移動をす
るとdummy-dum-

Xnyケージの識みが

卒行移動をする

5．
計愚拒嗣ィ0

｡

"10画懲源睡睡の誕化lごよ

る計器の:linearity

１
１
１
１
．
Ⅱ
１
１
１ 1117

|’
_塾空41‐:一二_ 声李ロ…＝4巳一幸一■電一一－写一一い■で_ィ四二一一一

~下＜F二十



一~マ再一＝■■■■＝一一君0一 、。一~ー一一.‐ｰ='~言一一一~凸・‐＝－－－毛－'－－ー▽=一一一一一マーーーー‘=r一手一一一~一一一ｰ・～一一・・.一＝テーーーニ~＝~=＝イーーーーー
サ

、 』

〆

守
グ

接溝造物でば，初期澆みによる局部的曲

げがあり，従って板の表面と裏面走應力

が違ってくる．この，とき芋均應力を求め

るためにぼ雨面に歪ケーざジをほる必要が

.ある．

資際の測定でほ歪ケージの黙數を域ら

し，計測を早くしたいために，片面だけ

の測定ですますことがある、我全の經駿

で陰熔接溝造物でもへりの部分(free

edge)や拘束の小さい黙のほか陰片面の

測定で差支えないも

初期澆みの影響があっても，平均應力

を知ればよいとき，一一寳際にほこの場

合が最も多いが－－表と裏にはった歪ケ

ージを直列に入れてswilchboXの一黙

として測る羊均應力測定法がある．この
ときdumnmyは二箇宿列に入れて同抵

コ

ー’
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第13岡乾燥が充分でないと長時間後の
ク〕－フ・魂象かおこる．

l“

ときdumnmyほこ箇直列に入れて同抵抗にしておく。

この方法腫賛汎蝿の數がへり，また結果の信頼度が高

い禾職がある-．

第12岡に示すものは,初期澆みのある板を引張り，雨

面で計測を行い，その算術平均から中性面の應力を出し

たものと，直列に入れた平均應力測定法によったものと’

の比較を示す．勿論雨着は一致している．

10歪ケージの力學的性萱

歪が大きくなり，歪ケージの金馬線の揮性範園をこえ

た場合にケージ係数がどうなるかという問題がある．

最近1.Vigness3が諸鳧の金闘線について賓験を行

い’フ・ラチナ･イリヂウム合金，鐵，マミカニン線でほ

弾性歪に對するケージ係数と塑性歪に對するケージ係数

に差があ鳥こと左見出している。また，＝ンスタンタン
でほこの差がない．

大きな歪は淫愚の歪ケージで1％前後までは充分測定
できる．

歪ケージに長時間荷重がかかったとき，往登クリープ・

現象が見られる．第12圖にプチラールとK1を用いた
ときの例左示すが，クリープほ乾燥が不充分のときにお

こる．良質の歪ケージと接着剤を用いる限り乾燥に留意
すればこの種の事故ばない．

し

1
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港湾工事用50噸起重機船
にンフいて

三宅淳達
逗憾笛港湾局躍村課・理輪技官

港湾工事にて職重量物を扱うことが多く，起重磯船の

能力が港湾工事の工法を左右することとなるので,古く

より多くの起重機船を使用し，現在官民併せて160隻餘

の多くを薮えている．しかしながらこれら起重機職は一

般に蕾式のものが多くかつ老朽化したものが大半を占め

る現況にある．運職省では國ならびに公共團鎧所有の凌

蝶船,起重機船等,港溌工事用作業船の若がえりのため代

替建造を行ってい易が，この一端として本年紳戸藩こて

50噸起重溌船の建造を計謹し,現在日立遥船所《こて製造

中であるが，この起重磯船の仕溌iこついて概要を記述し

て御参考に供するものである．

今回の起重機の主要寸法,機能ほ第1表に示す通りで
あって，その主たる特長は動力がディーゼルエレクトリ

ックであり，ワードレオナード制御法を採用したところ

にある．

ディーゼル磯關は蒸氣機關に比して運韓費が安くなり

給水給炭の手數もはぶけ，かつ起動も容易であるため作

業船の動力として非常な長所を有しているが，一方速麗

制御が容易でないことおよび原動磯の薮が多くなること

等の短所を有しているので，ディーゼル溌關によつ迄發

電し各磯城を電動とした所謂ディーゼルエレクトリック

式が作業譜に適當なものである．就中これを直流としワ

ードレオナード制御としたものはその速産制御は自在と

なり，起重擬船の動力として最もすぐ・れたものである．

ディーゼルエレク'､リッ変式のものは蒸氣溌關のものに

比して鑑費ほ割高となるが，一例として起重棲諾にっ・

いて經濟的な比較をすると第2表のようになる．

今，起重擬鵬は年間150日稼動すると考えると

年間（15,300圓一7,300圓)×150＝1,200,000圓

經濟的効果があるから，デ,『一ゼルニレクトリック起重

機が建造費において蒸隷儲よりも6,000’000圓峨債の

約15％)割高であったとしても5ケ年間で償却すること

ができるのである．

さて次に各部について項目別に述べることとする．

安定性

計霊計算による排水量，吃水，トゥム，メタセンター

高さ等罐第3表の通りであって,50噸揚重時において縦

傾斜は約3.,最小乾舷は700粍とな;るわけである．．
⑪
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第 3表排､水斌，吃水，トリム，メ：タセンター高さ等

’ 1
水(m)吃

横メタセンター
高さ(m)

排水量
(T)

トリム

(m)

ｵ

前部1後部｜平均
I

｜

~I365.0l0.8011｡3811.0910．57

415．01．90_l0.58I1．2411．32

無
知
負荷満載

噸揚重 １
１

6．72

・起重機

固定シラ起重磯で雀上磯は電動50kWである．シプ

は型鋼と鋼板によ句て棒成し熔接購造とし，前部脚部を

ヒンヂとした構造である．吊鈎臓主巻用臆二重鈎，補巻

用臓一重鈎でどちらもスラストボールベヤリング入りの

ものである．鋼索は起重機用鋼索2級品を用い安全奉職

6である．釜上磯ほ主巻用と補程用との二つの巻胴な有

し，電動磯を1個として手動ブレーキ，クラッチによつ、

て雨者を切換える．巻上用電動磯は他勵式の直流電動賎

で，發電機の電墜の鍵化による速度制御所謂ワードレオ

ナード制御をする．巻卸しも電動磯の逆縛によって行う

ものである．

主機關および發雷機

主磯關侭主發電機と勵磁兼補助發電機を串型に直結頚

船遷

銅製の箱形臺船で曳航に便なるよう前面底部を切り上

げ，妻た揚重時の安定のために後方に1”噸の固定バラ

ストを附したものである．船殻は熔掻と鋲接とを§蝿し

た構造で,外板ほ8潟銅板,甲板ほ6粍鋼板でつくられ
る．道鍾機のシプ脚部の補張億甲板の二重張り，甲板下

縦通材の増設,特設肋骨，特設龍骨等である．
蟻､装

船員室,事務室,食堂を甲板下に,賄室,浴室,便所
等を甲板上に設けてある．この船ほ瘤陸器を有せず曳飴

によって曳航されるものであるが，作業中ほ4條の錨鎖

によって船鐙を掛雛するもので，この走珍に電動25kW

のウインチ1基が装備される.．錨の重さは1個500kgで

ある．

50。噸起重機鑑機關要目表
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１

L
1×4サイクル軍働6汽篭無氣噴油
ディーゼル機關

1 60＄

180×240

750

關
・
唾
唖
‐
・
唖

Ｂ
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ｗ

機
脇
融

主 補助機關

閃力HP

：聴蚕ev/Xnm
、

|，，‘
直流分巻閉鎖通風型
2kW100Vl,800rev/min

照明用褒魑機
發電機

的主發霞機

伺勵磁機
（兼補助謹睡機）

型風
型
迩
風
鍍
邇

岬
郵
銅
舜

雑
諏
輝
廓

直
釦
直
弱

×
×

１
・
１

空氣嘩縮機

"kg/cm'
吐出鉦1/min

水冷2段

30

200

塞犠上機|潔纈麟鯛錬鍾風擢
趣鋤鍵|撫凱騨柵。

－

配遮盤一

㈹主配遜盤

㈲励磁盤

伺操作盤

邑電燈盤

銅板製垂直盤

鋼板製垂直盤

キャビネヴ1，

’
砿動4胴

直流複巻全密閉型
25kW220V7SOrev/min

操縦用ウインチ

、砿動機 ｰ

1×2001
1×1001

1×2t

l×3001

1×1001

1×1501

1×3t

空氣檎踵
燃料．油棚1×

燃料小出糊ilX

輕油重力タンク1×

潤滑油タンク1×

清水ダンク1×

30kg/cmg

雑用水ポンプ°（消防ピルヂ兼用）

直流分巻全密閉型
ゞ(ｲ）砥動機 3kW220V1,200rev/min

㈲殿ンう.ピストン型

容鉦m3/h20

水頭m20

、

弓

’11”

1
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ついて考えると非航式のものは作業の行
4

われない時即ち作業場に往復する間ほその原動溌瞳休止

して曳航されるわけで，この原動磯を推進磯關に利用す

ること侭作業船に機動力を與え作業能率の向上に役立つ
と共に，船便の償却の黙からも必要と考えられる・しか

為に推進器を有すれば機査ならびに職員について制限を

受けるためにこれをさけ-ろ傾向がある．よって作業紹の
如く主目的は港灘工事作業をするものであり，わずかに
港内で多少の機動性を有するものについてば連続を目的
とする船舶と全く同様輝考えることは一考を要するので
ばないかと考えるものである．（完）

§
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IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIlillillllillillllll そこで残る問題侭（3）でおって，民間企業禮侭その

共通的試験研究課題はこれを協同の研究機購に委ねると

いう考えである2

英國において臆既に1944年にShipbuildingCon-g

ferenceが蝶介となって，造船業者》船舶磯關製造業者
が*畷り，科學工業研究臆(DepartmentofScientiac

andindiIstrialResearch)の計謹に準篠して英国造諾
研究協會(BritishShipbuildingResearchAssoci-

ation)を設置しているその要要任務意船陛機關の設

計者に對して更に優秀な鵬を設計し得るような各種の
dataを供給し，併せて造船所等で緊急解決を要する技

術的問題を相協力して解決しようとするものである．英
屋にはこの造船研究協會の他にBritishResearch.

Associationと鞭するものが約40あって，何れも黍嘩
工業技術臆の案萱した機橇を持つものであり，これ等研
究協會の研究成果が英國に諸ける各種琵業の發展の一大
要因をなしていることは事震であろう、

われ＃つれの考えてい為民間企業協同の力によって行わ
れる協同研究機構ほ全くこれと考えを一にするものであ

る．協同研究ということについては，從來とても塗贈協
會等が中心となって各民間造船所等の技術者が相集って
共|司で共通拘な技術上の問題について研究を進めて来た
のであるが，その中核礎の性格や經濟舗な面において必
ずしも最適であるとは思われない．そもそも船舶工業全
般の技術向上に遥憾のない研究態勢を確立する篇に臆凡
そ次のような性格を持った民間協同研究機鱗を設げるべ
きである．

（1）船舶工業に開する各企業の自由で積極的な参加に
よる協同研究機購であること．

（2）既存の官民研究磯購の協力を得て，それ等の研究
の間溌を補鎭して船舶工業全般の技術の向上に寄
‘與す鴇如きるのであること．

(3)股得した研究成果ほ捌究構成員に公正に均てんさ
れあものであること．

日本遥船研究協會ほ以上の考え方に基いて，政府の勧
告により，日本造船工業會，日本船主協會，日本海事協
謹等が中心となって索謹し，設立された試験研究の資施
魑であ幕．

この協曾の權成については，更に研究の餘地はあるど
思われるが，現在のところ大磯次のようになっている．

＆

薗員この協會の會員は船舶に關係のある事業を誉む
個人法人，及びそれらの團臘である．

團瞳の構成員ほ別に入會す患のでなければ團篭に附職
してI当i然的睡禽員となることばない.現在會員となっで

い零のは固泰戦揮諜曾,日本船主協曾,日本海事協禽，

日本造船研究協會について

出淵
串
睾

I
本年6月13日をもって日本造贈研究協會が創立され

たので，この機會にこの協會の性格その他について一通

り認明して船舶關係技術者各位の御理解を願うと共に，

この協會の發展の爲に絶大なる御協力をいただきたいと

希5次第である．

わが國の賭舶工業技術ほ戦前には蕾海軍の直接間接の

援助も手傳ってほぼ世界水準に達していたのであるが，

太平洋戦争によってわが國の造艦陵術ぼ凡ゆる分野に鎧

いて著しく立ちおくれてしまつたこ駐ほ，遣臓ながらこ

れを認めざるを得ない．

そこでこれを急速に引上げるためには，努めて先進諸

國の最新按術を吸收すると共に,國内の研究意慾を昂揚
し，研究資験の機構と設備とを整備擴充することが最も

必要であることほいうまでもない，

こめ黙に關してほ，連載大臣の造船技循審議會に對し
てなされた諮問第2號r現在わが國における造船技術の

向上を阻んでいる溢路とその對策如何」に對する答申中

に具鴎的腫その對策が述べられてあるので，多数の讃者

諸君ほ既に御承知のことと思うが，順序としてそ:の内容

の概略を紹介することとする。

先ず試識研究輯韓に關してば次の三つを考えなければ

ならない．

（1）官設研究機關の姪化

（2）民間研究部門の重要性

（3）民間企業協同の力によって行われる協同研究機
權の必要性

以上の中（1）の官設研究磯關においてば，船舶工業

に關するあらゆる重要研究課題に即雁した謹算措澄を機

動的に誰ずること侭到底期待し難く，（2）に開しては各

企業に識いて研究の重要性を再確認し,研究磯鰐の確立，

研究者の待遇改善等，その企業の規模に應じた研究部門

の整肺の必要なことは申すまでもないが，資本的蓄積の

不-I一分な各企業の現状では個鳧の企業がこれを行うこと

は到底望むべくもなく，差し徴り自己の副嘩活動庭最も

直接豹かつ特殊な試験研究だけを蜜施し，それ以外の面
ほ努めてそれぞれの官民専門研究磯購を系胸することが

企業經醤釣に最大の効率を票げる途であると思う.

’
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き研究を行うことにした．

日聖丸蜜船試験或蹟と模型試騒成績との比較研究

船禮構造と應力分布測定に關する研究

國産遥硲用錘材による熔接船鍵の信頼性の向上研究

船禮汚損による推進性能の研究

わが國の造船工作に遁した熔接技術確立の研究

一

Il理事会l-

I－
－－今

；

[璽菫蚕}‐
I

L

1 ’
以上でこの協會の性搭及びその資施蕊項の概略を述べ

たが，何と申しても誕生後日が浅いのであるから今後の

經數と研究とによって改めてゆかねばならない黙は多尭

あることと思う．讃者各位も亦この協會の今後の動きに

よく注目せられて忌陣なき批評と助言とを與えられんこ

とを切望する．かくして折角成立したこの協禽が立派に

成育してゆくことを心から祈って已董ない次第である．

嘩者日本造船研究協會常勤理事）
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１
１

日本船舶工業標準協會，日本造船關連工業協議會及び日

本舶用發動磯會の6團燈であるが，他に近く入雪する團

溌が二，三ある．

組織この協會の組織は上の農系圖で示すことができ

る．この中，顧問は重要事項に開する會長の諮問機關で

あり，技術委員會信技術の研究に關する理事會並びに常

任理事會の諮問磯關であると同時に自ら提議叉は助言を

もなすもの，つまりこの協會が實施する研究についての

中核鴎をなすものである．その定員億10名以内として

いるが，必要に應じてその下に幾つかの専門委員雷を置

いて必要とする専門家に委員を委畷ﾘｰ為ことができるこ

とになっている．

この協會の試雛研究を震施するもの億研究部會であっ

て一研究項目毎に一つの研究部禽鐙設けることにしてい

る．そして技術委員會鱈，その萎員1名を研究部會に關

與せしめて，技術委員禽と研究部會&の連綿を密にする

ことにしている．尤も研究部會の委員に技術委員が加わ

っている場合にはその必要ほないのである．

資金この協會の經醤に要する費金は，會員から徴集

する會費,!研究賦課金，政府の試職研究補助金及び寄附

金をもってこれに當てること迄なっている.この中研究

賦課金とは，會員又ほ愈員の構成員がその希望する試

畷研究を共同で査施する場合に，それに要する費用を分

捲する金額をいうのである．

研究問題の選揮この研究部愈で鐵施される試験研究

等の課題は，會員又憾會員を經てその會員の構成員から

提出されたもの，及び技術委員會委員の提案したものに

ついて，技術委員會で審議し，かつ理期愈が承認したも

のに限ることにしている．本年魔(ま差雷り､次の5件にっ

××××
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天 然減・斬刊

工學博士山縣昌夫箸

〔船型學）推筵篇

B5判上製350頁定償850圓(g50圓）

内容

第1章船舶用推進機關および馬力

第2章各種舶用推進器の概況

第3章螺旋推進器の理論

第4章推進器の模型試験および相似則

第5章推進器の形状その他が性能に及

ぼす‐影響・

第6章推進器と船禮および舵との相互

作用

第7章模型船自航試験

第8章室洞現象

第9章推進器の暇度

錨10章推進器の設計

第11章推進器の所要馬力の概算法

第12章特殊螺旋推進器

第13章速度試運鱒およびその成演の解析
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木下昌雄
日立造船秘式含証技鍾研究所
工學博士

北太平洋に於ける圏聖丸實船實

験より歸りて（4）

’§8．復航（綾)．て上から加權る種苓な荷重に堪へる爲に十二分な剛性を

24日の夕方庭ほ,今迄立てた儘にして居りました前部與へてある事億充分了解出来る事なのですが，此の黙ほ

のCowlh"dVentilator6本を倒してそのあとに嚴重締付金具の態度とも睨み合せて今後筒考寵の餘地が藍さ

な筐霊をする作業が，甲板部全員の手に依って行はれまれて居る糠涯考へられました。
Stee!HatchCover以外の耐水佃所は,Mushroomした．山下水夫長(Bcatswain)の手慣れた指揮振り

ほ，稽古のよく積んだ芝居の鎌に，總てを圓滑漣進めでVentilatozの頂部の『ゴム富り」が緩い爲のもの，及
行き一瞬の澁滞をも見せませんが，船の大きな動癌の中びその甲板付の熔接不良の篤の漏水が何れも少量づつ乍
で,海水を浴びながら7～8人掛りで重いVentilatorをら發見せられただけでございました.新造痔のHose
引抜いてWinchPIatfOrmの上に横倒しに旨く牧めてtestなどとほ比較にならぬSevereな條件に連日曝され
固縛する作業は;文字通り見て居て手に汗を握るものがて居るのを見て居りますと，遥船屋の端くれとしては茎
ございました．その必要が無いぜゐか別に大きい藤を立だ無責任な申し様ながら・庭女航海ではこれ位の漏水侭
てるものも居りません．尤も假令叫んでみてもこの烈風まあ仕方がないなと言った氣分にもな．つたものでござい
では詮など吹飛んでしまって届かないにﾈ罐ありませ童した・
ん．總てが人力のみで行腫れて居ります．引綴いて贈首．1月26日には船内放邊で一暦の節水が蕊望され,次の
部の各船総の漏水鹸査が行はれました.上甲果のWixich様に定められました.
PIatformの獅墜に身を寄せたBoatswainが手で合圖 1．27日以後5日間洗濯僥止．

を致しますと，航海船橋では豫ての打合せ邇り一等航海 2．士官浴室及び甲板部浴室は2日置きとする．

士が金鵬を左に45.遺け鍵針して左舷を斜め風下に致3．機關部に於ても極力節水に努力すること・
します．糠査の甲板部員ほ波の切れ目を狙ってWinch 4.Galley及びPantryでば眞水の使用を極力節約
PIatformの下の左舷側の水防扉を開けて素早く中に入し，海永で代用する鎌に努めること・

ろわけであり葦すが，甲板部員が水防扉に辿り着く迄何 5．眞水のRunningWaterほ夜間は停止し午前7時
から出す．

度も波を被るので，船橋から心配さ5に見詰めて居る一
6、私室に眞水のRunningWaterの設備を持つ者

等航海士侭，その都度波の引くのを待ち兼ねてあちこち は特挺Cockの開け放しを嚴戒すること．

と員數を数へて居られます．一度'人足りないのではつ等与.Vancouve西出湖來,往航の時と侭逢って真水
と息を呑みましたが，雛てDerrickpostの蔭に小さくの使用に就いてば各自大いに自瀦してほ居りましたが，
なって難を避けて居た事が到り，既に夕闇の色漉い舟騎喬明日からはいよいよ船の中では眞水は眞に灘重品である
で互に無言で顔を見合ノて｢にや.り」とした事等もござい事をしみじみ味はされる事になったわけでございます．
ました.漏水縦査の結果は一識倉のSteelHatChCover眞水のRunningWaterは現状の配管の系統の髄では，
(M&ge型）の繼目の隅の『.･ム當り」の部分から僅か乍その節水の管理が最も困難な嫌に見受けられ，之に封し
ら漏水が認められました．此の部分は1月19日の暴風てはGravitytankから分配する途中で用途に應じて
の後の旗査の際腫は何筆異購が見られなかったので，恐，鋤固所に鍵付のStopvalveを取付ける等の工夫の必要
ら<前日乗め暴風に因るものと判勵せられます｡この力輔感されました.大洋中でいよいよ眞水Iこ窮して乗な
SteelHatchCoverは試鹸的に採用されたものと開い い間ほ，一見r無用の癖』覗されるに運ひありません
て居りますが鶴見造船所でも特に入念に仕上げられ’又が．
Varcouver出港の際にも特に旗重に閉鎖された事を知この日は幸ひ刺から多少凪いで参り（それでもBeau-

って居りますだけに,此のCoV錘の繼目の隅の部分の水fort風力で6乃至7を上下して居りますが),波高はそ
防ほ，容易ならぬものと考へさせられました．門外灘のの儘で波長が幾分長くなる傾向に向ひまして，午後3時
一寸見の意見で甚だ恐縮ですが，軍に水防の見地だけかには大燈170m乃至200m,波高ほ4.5xn乃至5.0mと
ら言へぱ，蓋の剛性が大き過ぎる（銅板が厚過ぎる）の概測されるに至りました．この位の波長になりますと.，
が困難の原因と老へられます．尤も水平な露天の蓋とし船の長さの'苑倍位にもなりますので，縦揺ほ最早や減

1124

’

l〃
グ

■

I

蝋

1

6

－ －一一一一ー

ウ

ーーf■ヂ◆三谷－90 ーー‐一口ﾛ■二一二一a 一一学面



『b'卿,
’

E＝ ＝~-ー守司

、
離
窓
”

や
や
鞄
屯
争
寸

の
。

■
割
ト
マ
、
マ
全
国
■

津
守
◆
◆
●
ｅ

畠
皆
○
●

鞠
《
一
詮
食
Ｇ凌
謁
全
、
窟⑦

冨
令
－
ず
餌
》
、
。
。

葬
姻
唯
苫
。

。
毎
口

軸

掛
侮
墨
画
轌
舗
謬
回
令
蝿

■

の急 §

●旨

句

合口 ●§ ４
■
■
Ｊ
■
ｑ
ｊ
ｊ
■
■
１
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
Ｔ
＆
■
■
■
■
■
■
ｑ
ｌ
ｊ
ｑ
ｊ
‐
■
■
■
’
且

（
麓
峯
ｓ
好
間
睡
高
四
一
）
黄
撃
曾
Ⅱ
剣
塗
這
蕊
損
酬
画
童
⑨
鑑

§９
１
．
○
・
コ
一

↓
甲

《
刀
■

７
つ
ｃ
・
気
硬

０
ｒ
へ
霞
画
一
の

●
孟
今
官
・

沓や鎧因
》
P．

§ い
ゴ
》
逗
穣
。
ｇ
詞
ぐ

電
報
や
封
、
◆

富
ゞ
幻
：
君
、
Ｅ
あ

４

鍾
今
零
垂
謹
か
噂
逗
●

~

苧十令厘･

や詮
十＆

や召

●為

＋、

鈴
梼
忍
回
蕪
留
巽

e目

恥
時
扉
●
●

~

GR

C魚

●蘭
へ
鎧
｝
饗
剥
曾
豊
年

。
、

１
１

⑨軸

①亀

0ｺ

'

1

函質Z
国

電、

GE

１
１
１

１

の：

、

93

麓

わ
ふ

●史

’
酷ー

①②

G亀

鋲
⑨値

幻

⑨苫

。
③
盆

口
佳
負

一
□
“
■圃蕊に､,諺
輪 ~ ~

1125

⑲

、
＝ 望



一一
一

凸

一

一
１

－翠一 毛岸下手可 手竜一寺一壱＝一

間

一一
一F-菩需一塁窒一 画蚕D－－

一一＝ ー~

＝＝＝干予＝寺ヱーーーマー一一一-~~ー
Ｆ 一

一妾
「

一
■

一句浩一■＝

I

■

ｒ
煙
。
起
守
２

幸

－

１
１
１

匂
￥
的
や
剥

農坑
争
曇

袷
談
切
片
十
●
埼
珂
に
毛
も

銅
・
寺
、
《
隅
萢
輯
。
ｏ

●
理
電
電
譲
銀
，

ｑ
』

や

齢
蜘
貼
眠
乱
恥
『
堤
《
で
Ｑ
恥

●
凸
心
●
ｏ
ｎ
。
●

Ｏ

電
・
茜

今
ｅ
唾

／
阜
錘
唾
砿
唾

~

3

雫；ゞ
零 エ
ー

；"識
舞

;、

』＆

慈
銀
回
心
蝿

●君

⑨ざ
薗
降
『
”
侭
浄

Ｏ
Ｇ
②

○
℃
ロ
届

１
頭
一

■■

の鷺

｡

●：

（
趨
箏
Ｓ
斗
臼
泣
恵
函
一
）
詞
芋
風
Ⅲ
到
震
熱
Ｓ
、
ミ
〃
一
喜
剥
鑿
蛍
邉
遇
畏
削
唾
函
冒
職

①●●勺

●ミ 09

も

ユ
輪

画
⑲

＝

＠

1“
。
《

も
脊
碓
墨
守

口
司
ふ
む

傘
↑

巴

内
一

己
や

１ 蝿 I

-1句

|，●＆
勺

や4
~

垂

十幻

1，
谷E

①寺①苫

●晴●S会鷺

●畠、
【
一
輪

●
心

1－

1，
1

』一ミー
奉
読
一

4』』壁

●爵

唾

■
Ｑ
■○

む
ね
、
『

●
①

埆
卜●

鍛
錬

《

静
６
塁
』

令

鱒 与冒

鍵G5
*02

I

⑮

◆亀

⑧葛

①肩

伊甚 ０
耐
し

蝉 』 ヨい

G2

↑
志峠毒

‘もf

“『鷺一菰諏
令
院
虫
（

。
。

寺

、

Ｉ③色

,－－:一言一一‐－－＝一二一一幸一司一

唯一 急 心

『

1126
夕

』

p

i？

ー▲－．－－－－ －一



『

’

‐一一一二一＝＝－－号＝…… ー圭一一一一一＝一＝一

｡

じ,Slammingも全く己んで，船は波の傾斜}こ沿って滑

か庭登り降りする様になります．

1月27日の朝Saloonで船長から始めて正式にShort

bunkerの懸念に就いて御話があり,裁一雨日95r.p､m

位廻して見てそれでも相愛らず速力が出ない濠ならば，

西航は断念して給油の爲Hawaiiに立寄る事を考へて居
られるとの事でございました・諾の方での計算によりま

すと，この侭で行けば館山沖で燃料が5t塗る勘定にな

る由で，寵ﾑ共の進めて居りました獄略の計算結果と似て
居り童す.そこで私共も「ここら邊りほ御家鑿だ』とぽ
かり，詳細な計算を試みました．即ちVancouver出港
以来毎日毎回の計測値の中，速力・回韓數及び軸馬力の

關係を海象状態別に整理してplOtした結果を華にし，
長崎の谷口が主になりまして今後豫想される海象状態を
數通りに鍵へてその各盈に就いて更に主軸回轌數も數通
りに鍵へて計算して見て，横濱迄に燃料消費量最少で行
く航法を研究致したのでございます・之等の結果を，船

長さんに謬考に供して，一同で繊討して見たのですが,，
何れも悲観的見透が墜倒的でござい堂す．‐
27日はそれでも朝のBeaufort風力5から正午の3と

・言ふ風に珍しく凪いで参りまして謹力も’0節乃至''節
も出，最後の一綾の望を懐かせたのでございましたが，

その喜びも柄の間，夕刻には再びひどい暴風に逆戻り

し，一同を落膳の淵に実落したのでございます．

此の間職長には東京の日産汽船本社との間に無電で報

告,請訓回答等の往復があったものと見えまして,最

後には東京から『貴職の恩ふ通りにや湯稼に」との指示
があったと聞いて居ります．
1月28日午前’時30分，私共が何も知らずに眠って

居ります間に，船ほ北緯34.-29′西經170.-25'の地黙か
ら，錘iZHonOluluに向けて128.の轌針を行って居り
ました(第3園参照)．目力認めますと，船の揺沁方や風
の富り具合がすっかり塗って居る事が,Bedの中に居て
直ちに感ぜられました・驚いて舷窓から硯いて見ます
と，案の定船ほ遁波漣乘って快速で走って居ります．朝
食時庭船長さんから，船をHonoluluに向けるに到った
迄の經緯に就いて御話があり．更にHonoluluからは日
程を取戻す篤に，横演には寄港せずSingaporeに直航
する讓走との御話があって，次いで午前8時半船内擴藍
器を通じて，同稼の趣旨のことが放邊せられました．此
のsingapo生直航の事は震緯數日前から密かに倶れら

オして居た庭でございまじたが，今や現資に決定約な問題
として，私共の間に衝撃的な波紋を惹き起したのでござ
います.既に荒天中のDataを-l-分輝探り終った今,そ
んなに永く陸上での本務をうっちゃって透く事は夫々 私

共糎とりまして容易ならぬ事でございます。然してその・

程度ほ，造船所出身の谷口，岡田及び私の場合に最も溌号’

刻で,就中この3月に結婚式を控へた岡田君の焦慮と興

惜とは,SalOOnの同精を一身に集めた認があり，叉新、

婚後日未だ浅い元良助教憂なども，忍ぶれど口に出にけ

りの方で，共煮運命の耐の無情を託って居ります.Ho-

nO1'1111以後の航路億歸國迄ずつとく夕凪ぎが溌想巷ら

れまずので，今回の資船賞験の本来の目的には全くと申

してよい位無意味な航海となるわけでございます．28日

に早速，私と岡田との連名で會斌の技術研究所長宛に，

「しけの爲油護きハワイへ引返し印度に直行･4月半ば

歸國のことに塗更さる．既に試験目的達成せる故，出来

ればボノルルにて下賠，室路叉は別船腫て歸國したし。，
日産汽船本吐と打合せ，手續，旅費の件配慮乞ふ．己む

を得飽時，印壁行の許乞ふ．返」

との電報を打ち，只管豆Onolul画での下船歸國の可能

性に就いて橡討して居､りましたが,29日に受取りました

日産汽胎の土方工務部長からの電報の中に『ポノルルよ

り歸國希望者あるやに聞くが，下船手絞困難ならずや』・

との文字を見出し，半ば観念して了って居りました．

艦はその間も，右舷後方約135.の方向から追波を受・

けて，只管にHonoluluに向けて航行して居ります．
28日にば未だ波高は4～5nlもあり，波長(ま70～100m程

度でBulwarkを起えて斜後方から上甲板に打込む海水．

ほ>50cm位の深さに溜ってぢやぶぢやぶやって居りま

した（寓眞16参照)．然し29日には風と共に波も收ま

り，上甲板に波の打込む事も無くなりまして，既に可成

り蛭烈渥なった日光の直射と相俟って，前甲板のPaint

剥がし作業が出来る程になり篭した．船速もずっと増し

て，13.5節程度を出して居ります.29日の午後3時には

我が日聖丸は銃にこれ程迄に樂な状態になって居りまし

たが，恰もD.W.約10,000tの米國贈らしい貨物船と

ずれ運ふのを見て居りますと，彼は屡鳧船橋頂上塗毒す＝

１
１

一

１
１
１
１

日
Ⅱ
Ⅱ
６
日
日
日
Ⅱ
Ⅱ
８
．
１
‐
１
Ⅲ
Ｗ
酬
冑
剖
叩
Ｉ

仙
皿
即
即
■
■
蘭
閲
Ⅱ
Ｕ
ロ
ロ
Ｉ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
ｒ
Ⅱ
冊
叫
Ｍ
ｒ
ｌ
‐
・
■
四
四
ｍ
副
皿
■
■
■
■
麺
四
画
■
■
田
圃
１
１
１
１
１
１
皇

■
４
刀

鰯
蕊
瀧溌騒蕊

唖

錘武師齢忽壁
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ろ白い飛沫を浴びながら，大きく上下動及び縦擢を繰返

しつつ，甚だ難航の態でござい堂す．同じ海面でも．暹

波と迩波とで斯くも著しい差異があるものかと，今更乍

ら蕊いた次第でござい蓑した．

29日の夕刻にほ，早くも會杜の岡村研究所長からの

r劃期的試験の成功を喜ぶ．旋券間に合ぱい．ホノルル

涯莚交渉し下鰡，直ぐ・歸國せよ．云兵..….』．

；との返電を受取り葦したので,大いに力を得,早速乾

助該凌及び私の一高時代の蕾知であるHonoluluの日本

在外事務所（總領事館に相鴬する）の人見副所長宛に，

r31日朝ボノルル到着の豫走.至急に日聖丸に來られた

し・保證機關士3名の下船歸函に鰯し緊急に打合せた
し」

．と言った溌な文句を英文電報に作って打電致しまし
た．

30日は維自,下船準備と,若しHonolUluで下賭出
来なかった場合庭その事情とこれ迄の中間報告とを航室
便で直ぐ邊れろ爲の手紙書きに掛り切りになって了って

居ります・私有品を船に預けて踵く爲に，分類してlist
を作製し,夫々 荷造を経りましたのは夜の12時をとっ
くに過ぎた頃でございました．

1月31日,自彊むれば船は既にKauai,Oahu雨島の

間を走って居り燈臺の燈が美しく黙減して居ります.や
がて夜が明け離れますと，左方にOahUの大きな島影を
背景として，鏡の様な紺碧の海が，これ迄とは打って塗
って，早くもすっかり地上の樂園の様相を呈して居りま

す，午前8時PearlHarbour沖通過.HiclramField
とおぽしき邊りで飛行機の發着が盛に行はれて居りまし

た外は，折柄鋤引いて居た朝霧に遮られて湾の内部は見
えずませんでしたが，折柄認から出て来た大型潜水艦2隻

と騒逐鑑1隻の勇姿を望む事が出来ました．特に丙1隻
の潜水艦は艦上の水兵達の顔貌が識別出来る迄に近寄っ

て参り，互にハンケチを振って交職し合ふと言ふ和かな
光景を演じました．

Honoluluの街ほ見る見為大きく近付いて参り，午前

9時15分豫走通り着壁致しました．
検疫が柊ります迄は一歩も上陸出来ませんので，岸壁
に出迎へて呉れた在外事務所の人見副所長には船の上か
らBulWarkを隔てて事情を詳1く話した末，下船嚴國
に開して助力を求めました．船員手帳しか持たない私共
が正式寄港地にもなって居ないHonoluluで下船し空路
歸函する等と言ふ事戯，全く先例の無い事柄らしく，折
柄居合せた代理店の米人も大いに難色がある隷子でござ
し､ました．しかし一旦在外事務所に引揚げた人見氏の移
民官への了解工作が漸く曙光を見出したらしく，正午過

豆28

ぎにほ兎に角手廻荷物莚持って上陸して見ると言ふ所迄

遭ぎ着けました．私共3人が上陸するとな‘りますと，日

聖丸のHonolulu寄港は単なる給油でなく,ForXnal

entry-として各種の税金力調けられる事になります.早

速その手績が進められると同時に，人見氏に附添ばれて

の税關，移民官事務所への歴訪が始まりました．行く先

々での人見氏の絶大な信用と熱意，更に之等を相手に通

ぜしめる流暢な英話との御蔭で綴て0.K.となった許

りでなく，移民官からは飛行場で若し面倒な事を言はれ

たら之を見せる糠にとタイプ°に打った御墨付を頂戴する

と言ふ好意に溢れた應待を受け，全く感謝の他ありませ

んでした．しか．も何駈迄運が良かったのか，丁産その日

@PanAmericanWorldAirwaysの羽田迄の切符が

餘裕がありましたので，その足で日産汽船のHonolulu

代理店たるTheo｡H.Davies&Co.IM・に行ってド

ル貨を借りると同時に切符の世話をしてもらひ，総て繕

ったのは午後4時頃でございました・

在ﾀ鱈務所長に會って挨拶しました際,Hawaiiの憾

み，所謂「勝った細の話と，更に之につけ込む悪徳邦

人の話を聞きましたが，謹共が先日Vancouverで貴際

會って來た在CRnndTaのr勝った紬よりも程度が深

刻な稼で，大いに考へさせられる所がございました．

在外事務所を出た私共は，人見副所長自らHandleを

探った自動車で,Hono皿u近郊の名勝地へ次鳧にDrive

してもらひました．このPunchBowl(有名な戦壷將兵

の共同墓地と見晴臺)からNuUanu.Pali(水源池の上
の峠）に廻り，夜のWaikikiBeach等に至る数時間に

及ぶDrivelX,忍共の短いHawaii滞在痔間を最も効

率高く且つ樂しいものにして呉れたのでございます．し

かも人見氏の御宅で令夫人の御手料理で大いに語り虹っ

大いに酩酊し，再び同氏の車で市の中心から6哩も離れ

7EAirport迄蓬って戴き，午後12時，透に機上の人

となる迄，文字通り地上の樂園で夢心地で過した様な次
第でございました．

Wake島迄9時間の飛行は夜間のこと故，窓外の景色

.も見えず，熟睡しで届る間に夜明け前のWake島に着

陸致し葦した．この島での2時間の給油中，浄共は飛行
場の傍の食堂で朝食を婿るわけで，その間に夜はすっか

り明け放れて了ひます．Wake･島の激戦の鐵美ほ,今も

筒ほ所鳧の木蔭に程良く礎された戦車や援關銃の残震
に，當時の面影を生々 しく留めて居ります､謬私共ほ無量

の感慨を以て之等の姿を篇眞に收め,議浸戦士の霊に密
かに獣薦を捧げて再び機上の人となりました．
現地時間の午前8時Wake.z.Wake島から羽田迄

9時間は謹悶飛行でございます．下界(ま，先日迄連日日
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第12画荒天時航行中の日聖丸（満輯伏態）の抵抗とその内課の1例
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下では,,流石にRacingは起らない事，及びルルクの鐵

動が最大約50％程度に止る事を示して居ります．

最後の第12圖ほ，荒天時航行中の日聖丸の抵抗増狐

の内謹を2,3の例に就いて示したものでござい蓋す．同

圖に擦り差すと，先づ水線上部分に對する風塵抵抗が意

外な程度に大きな量に上って居壗事が注目されます．普

通斯様な貨物船では，無風状態の場合腫ほ水線上部分に
因る室氣抵抗は，没水部分の水抵抗の約4乃至5％にし

も達しませんが,圖中左端の例の様に,平均23.5m/sも
の逆風を受けますと，静水中の水抵抗の約3倍もの室氣
抵抗を受ける勘定になって居ります．日聖丸の今回の場
合でも，若し船橋がも､弓少し小型で且つ多少でも流腺化
されて居りましたならば,或は復航でShortbunker等
と言ふ事も無かったのでばないかとすら考へられまま．

元来我國の貨物船の船橋は外國船の夫に比べて一甲板高
い事が多く，殊に正面から見た場合四角く角が立って鐸
・え立って居ります事は，夙庭識者の氣付いて居た事でご
ざいまず私は此の際,船主特に操船者各位の御理解と
御協力とを得まして，我國貨物船の船橋の合理的な縮少
乃至は流瀕化に對して，具禮的な研究を進める必要があ
ると燕じます．’

第12圖中の一番上の「波浪に因る増加」の部分に就
きましては，波浪中に於ける推進器効率の低下を考慮に
入れ蓑すとこの計算よりも多少少くなる勘定になります
が，何れにしましても，抵抗玩勃ﾛの最大原因となって居
る事獄疑のない事蜜であります．此の方ほ専ら船型と推
進器及び推進軸配列法（'軸か2軸か）の研究によって，
今後波浪に因る抵抗＃効n(推進性詣低下）の少いものを
見出す事に努力が集中されなければなりません．この鮎
に就きましては蕊に申上げました艤に,船禮前半部の線
圖に關して航海中に’つのIdeaを得て参った糠に確信
して居ります，從來の水槽試験が，享ら一番下の静水中
の水抵抗の少い船型の研究のみに絡始して居りました事
を反省致しますと共に，今後の私共の責務の益為重大な
のを痛感せざるを得讓せん・

§9．寅船蛮驍の具艦的効果

今回の日聖丸による資船震鐵の成績は一應麗つた所で
今秋の遙船協會の講演會の席-上ででも發表される事にな
らうと存じます．しかし詳細な，徹底的な撤討は，寧ろ
夫れ以後に行はｵL湯可肖誰が多いと思はれます。從って
その成果詮，海運界及び造船界に應用して戴く様になり
ますのは,更Iと先の事になると老へられます．(勿論’細
かい個盈の事柄に就いては，今回の成績若くほ艘験を直
ちに應用して改善す可き黙もございますが)，斯様な際

聖丸で見て居りました様に．一面白波の愛が擴った猛烈

な荒海でございますが,102000次の上室でば，機は全く

動揺を感せず，唯徴かな振動を身禮に傳へで届るのみで

あります。私共造船屋としてこんな事を申すと洵に拙い

のでございますが，大洋を横罰するのには旅客は飛行

溌,貨物ほ船，と言ふ感をつくづく深くした様な次第で

ございまず，富士山が見え始めた頃，始めて飛行機の動

揺と云ふものを艦験する事が出来,雲の上腫於いても日

本近傍は難所であることを知りました．

午後2時半羽田着多数の皆様の御出迎を受けました

時にば，数数日来の運命の韓換の餘りの目まぐるしさ

に，私共3人共，放心に近い状態であった綴でございま

した．

最後に第11岡に就いて申上げますと，これは毎日毎

回の計測の際の磁歪式TOrSiOnmeter及び舵角記録装

置に依るOscillogramを，夫煮のCalibrationcurve

に擦って書き直した曲線の1例でございます．波が烈し

い場合の推進器のトルク及び回輔速度の鍵動の模様が明
瞭に現れて居ります､

霊に御覧に入れました第5岡乃至第10岡は》斯糠な
記録の集積を整理して作製されたものでございまして，

第5圖乃至第7園は往航の，第8間乃至第10岡ほ復航

の成績で圖中の数字は夫々 計測の一貫番號を示して居り

ます．之等間中の鮎の位遜は，今後人手を掛けて更に丁

寧に精算致しますと，多少鍵更されるかも知れぬ性質の

ものでございますが，左程動く事はあるまいと考へて居

ります．第5圖に擦れば，輕貨状態の主に追風追波状混

の下では,一定速力に對する所要馬力は精盈2.2倍に止
って居り,海象状況がSlight程度では總て1.2倍以内
に牧って居ります．第6岡の右半分の毎分回鱒數對回轌
力奉の間に擦れば，往航でRacingであった事が一目瞭
然でございます.更に第7岡に擦れば,海象if況がRough
乃至High程度になりますと，推遥軸に加ほるトルクの

鍵動ま平均トルクの約127％にも及ぷ事があり,Slight

以上の場合にほ20～50％程度は珍しくない事が判りま
す．

第8岡には復航即ち滿赦状態で逆風逆波を受けて難航
を綾けた時の速力低下，軸馬力の増加の模様が如資に現
れて居ります．海象吠況がslightの場合にほ，軸馬力

はJ雫ｽk時の矢張り1.2乃至1.3倍程度に牧って居り，此
鼠の際のDataにほ逆波，追波盤方の成続が含まれて居り

ます．最も難航を極めた時の軸馬力が平水時の12亀8倍に
も上って居る事にほ，今更ら一蕊潅喫する次第で，速力
の方から申せば震に7.15節も低下して居ります．
第9岡及び第10岡は夫奄滿載朕態の，しかも逆波の
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庭，只今ここで，期侍さ湿る具匿的成果等と烏瀞がまし

い事を申上げるのは甚だ氣がひける次第でございます

が，蕊いて列學して見ますと，大農夫の穰な事になると

考へられます．

’・模型諾による波浪中の水槽試験結果の安當性を猿

・討する事が出来，進んで波浪中に於て最も有利と

なる穰な眞の意洙の優秀航洋船型の設計を可能な

らしめる事が出來ろ．

2．波浪中を航行まる船に對する一航海毎若くは1年

間通算しての所謂SeaMargin力朔確になる．

3．海洋の波浪・風等，船の設計上必要な外力の基準

になる諸條件力朔かになる．

4．船の波浪中に於ける動揺の状態が明かになり，船

舶の安全確保に對して定量的な根援を得る．

5．將来賠禮鰻度の研究を主目的とする今回と同嚴の

資船實溌を行占場合に得難い参考になる．‘

6．風，波の程度に因る船の速度の低下，或は駈要馬

力の増加等檸關する資料が明確となるので，各海

域の海象状況によって現有の船に對して，燃料消

費最少で且つ安全な經濟的航路，航法の選定が理

論的に可能となる．

最後に此の席を舜借致しまして，今回の寅船實験を可

能ならしめ，且つ成功に導いて下さった日産汽船株式會

賦，日本船主協會，日本鋼管嬉見造船所,造船工業會,

並びに運輸省磯舶局の方鳧腱，厚く御鐙を申上げたいと

存じます．

以上を以て私の講演を絡ります．御静蕊を戴き有難う

ございました．（経）

書響測深綴

装備並修理
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今回はかつて揚子江上で活躍した當時の日清汽船所厨

の湊吃水貨客船の資料を示す.M.S.40は輿泰丸>M.S.

41は寧波丸に對する6米模型膳で,その正面線圖および

船首尾形状を第1,2圖に，主要寸法等を第1表に示した

が,何れもシャフト・プラッケシトつきの双螺旋賂である．

M.S.40に關してば試運鱒,%載貨，巽載貨,滿載の四

状態について推進器回韓方向丙廻りで試験を施行し，更

に試運蕊と秀載貨状態に對しては外廻りの場合につい

ての比較試識が行われた.MS.41に關じては輕貨，謡一

載貨,滿載の三状態香推進器外廻りの場合の試感のみを

施行した．結果ほそれぞれ第3,4間に示す．但し水深は

すべて充分深い場合に對するもので，制限された水深に

託ける試験ほ施行されていない．

なお船型學上巻附表中第58,99,100岡および第25,46

表にこれらと同穰の船型(與東丸）の線圖および抵抗係一

昼

數等が掲載されていることを附記する．
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舶 用，機關資(料（4）船舶局關連工業課

M.S.型デ可一ゼル機關を搭載造る日本商船一覧表
．．！、
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備 考

．（1）機關型式

MS･｡….2サイクル車動無空氣噴射式直結掃氣ポンプ付＃

MSD.….．〃複動〃､･"

これらの記読の前の數字ばシリンダ数を表わし，後の敷字はシリンダ径(cm)/ストローク(cm)を表わす．

．（2）カッコ内は改名後のもの．

（3この機關は三菱造船株式會祗長崎造船所の濁自の設計によるものである．

１
１
1

耐鋼型ディーゼル機關遥搭載せる日本商船一斑表

機闘メ
ーカー建遥年|造船尻|船主｜鶏 |鯛途|GT|軸敷|f".|遊離湧祷’ ’穏關型式名

P

日本海運｜あかつき丸油

｜:■蕊墓鯵錘|灘｡菫
1g,60012417．4

1*M;|i:'
1

1

総)|播磨造船 10,215

｜鰯ず。
8KD75

〃

5KS60 I
11g3g

<昭1句
〃

､

10,121

3,27』’

″
” ■

｜ ’3隻｜｜”,‘'713蕊'20錨｜｜｜ ’計

備考

（1）機闘型式

KD:2サイクル複動無氣噴射式直結掃氣ポンプ付

〃・車動K S:〃〃

これらの記號の前の敷字はシリンダ薮を表わし，･後の敷字はシリンダ径(cm)を表わす．

！（2）この機關は禰戸製鋼所の凋自の設計によるものである。

『
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閃

画面について説明すると，第1岡において正規回韓の

場合室氣は低嘩コンプレッサー1にA矢方向より吸L，

込まｵI劉換弁2を通り.通路15を經てコンブレツサ－3に

より更に鴎晴され，遍漉16を經て燃焼室4で加熱ざれ

通路17を經て高座タービン6に作用し渭延＝ンﾌ･レッサ

ー3を躍動し通路18を經てさらに再熱器7により再熱

さｵ'通路18を經て中座タービン8に入りこの中唾グー

ごン8を廻韓させて歯車11,13を介して負荷14を躯効

するもので一方中塵タービン8に入った排氣カスは通路

20を經て低唾タービン9に入るが，クラッチ10が切り

離されていると，低墜タービン9の動力は全部低墜＝ン

フ・レッサー1を駆動するに費され，排氣力桑はB矢方

向から大氣中に放出される．

逆回轌の場合には低嘩コンプレッサー1により隆鏥さ

れた裳氣は切換弁2の操作により迂廻路21を介して燃

崖室5に入り加熱さｵT迂懇路22を經て蔵妾低睡ダービ・

ン9に“室する．この時ほクラッチ10が入っているか．

ら，低墜タービン9は嘩茎コンプレッサー1を騒動する

と共にクラッチ10を經て歯車12に動力を傳え，この歯

車12の廻鱒により歯車13を廻鱒して負荷14を駆動し，

低唾ターごン9の軸の廻轌方向が中墜タービン8の軸の

趣噂方向と逆であるので負荷14左逆回鱒することが出

来る．

第2個は3段燃僥の場合を示し，低睡燃焼器と逆轌用

燃焼器とを､隅して燃焼消費率の損失を少くする爲中塵
タービン38と歯車42との間にクラッチ.41を設けたこ

とを特徴とするものである．

大谷幸太郎特許解説 特許罐

1

〆

ー

ガスターピン装置（昭和27年特許出願公告第3504

賎發明者・藤澤正武，出願人・三菱日本重工業株式

會祉）

本發明ほ平常ほ最低塵ﾀ一己ン以外より負荷をとり，

負荷を躯動するタービンよ．り低墜のタービンによってコ

ンプレッサーを躍動する多軸カスターピンにおいて，負

荷毒躯動ずるタービンより低墜のタービンの入口の間に

切換弁および迂回路を設け，かつ負荷タービンより低墜

のタービン軸にクラッチまたほこれに類する機構を設け

たカスターピン装置に係るもので特に舶用カスターピン

装置としての効果を塞げ得るものである．

I

､

僥玉観關の噴射弁（昭和27年特許出願公告第3508

践，出願人・發明者・楠本作職，楠本正幸）

本發明を圃面について説明すると2個宛の圓形小孔5,7
と稜頭圓錐形小孔6,8とが2段になった噴射孔を導筒2に

設け，針弁3の先端9を最上部の大煙裁頭圓雛形小孔8’
に嵌合する形状に形成し，その針弁3の下部圓周面から

端部の到頭圓雄形部にわたり数條の燃料藤10を設けこれ
を圓錐形部において渦雀欣に屈曲しかつ端部に至るに從
い漸次湧く狭く形成し，更に導筒2‘内に設けた墜力燃料
貯室11に弁粁18に嵌合する圓筒形弁12を牧容してば
ね14により針弁3と一艦の弁座15に押しつけ，圓筒形

弁12と弁座15とに燃料孔16,17を設けた焼玉機關の
噴射弁に關するもので，噴霧粒子を小さくかつ噴射角鹿
を調節出来る噴射弁を得ようとするものである．

管4を經て墜邊された燃料ほ弁粁18の周園の通路19,
を通り圓筒形弁12をばね14に抗して押し下げ小孔1?，

津1剛

第2圖

1138
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本考案は圖面に示すように§蹄日の潤縦室1と見張臺2

とに機關3の蕊謝迩藍4,4/を設け廊蝿従盤4,4'に夫を配設

した機關の調速器に錘謡する燃料加減…ンドル軸6と6'

第1

ノ

１
１

”
其〃

策2岡第3園

16から燃嶢貯室11に入り溝10左通って噴孔5から噴出

するもので，圓筒形弁12を押し開いて燃料貯室11に入

る燃料はばね14に抗するだけの相當に大きな墜力諾持

ち，これが針弁下部の各溝10を通りその端部は漸次細

くなる篇次第に速度を堀しかつ渦巻方向涯浩い渦流を生

じて小孔7に噴出し，激しい渦流を起して各溝から出た

燃料は小孔7の壁面に衝突しこれ等の作用が相俟って噴

霧化することになり，次いで渦流運動を保ちつつ次の蔵

頭圓錐形小孔6で漸次絞られ乍ら最後に噴孔5から饒玉
間に噴出する篤にその間更に燃料歓一暦徴細に悴かれる
もので津る．また針弁3なハンドル20により進退して
噴射角の調節を行うもので，弁3を下げ徴頭圓錐形小孔
8との間隙を小にすれば噴射角腱が大となり，反對に針
弁を上げれば噴射角が小さくなるのである．

第1画

季
芭

舶用機關の蓮隔操縦装置（昭和27年賞用新案出願公
告第8002銃，考案者・田中敬次，出願人。阪紳内戦
機工業株式會茄t)

１
－
１

第2個

1139
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第3園．
捧

溺よびクラッチハンドル軸7と7'を夫々着晩自在の中間
接合軸57，6''および7"により連結し,機關の迩轌溌誌
よｾド推進器軸嵌睨クラッチを操作ずる各サー韻モーター
腫對する室氣分配弁8:および9を夫々 操縦室1の操縦盤
4のみに装着して前記前後進切換ハンドル軸6鑑よびク
ラッチハンドル軸7を室氣分配弁操作カム軸とし更に雨
操縦盤“には夫々 機關の起動案内弁操作力曇軸に連絡

する起動ハンドル10,10'を装着した舶用機關の遠隔操

縦装置に關するものである.

船舶の操縦室1から機關を操縦する場合には中間接合

船舶合本

第24巻昭和26年分債1,500圓(鐙8噸）
第23雀以前のものは，峡競があるため合本ができき

せん．菰お在庫也るものば御希望により分冊にてお
わけいたしますから御照會下さい。

1140

軸5"’6''および7"を取外し操縦室の操縦盤4を用いて

磯關3を操縦しかし.見張臺2から機關を操縦する場合に

は第3圖に示すようにハンドル軸5,6,豚と5'’6',アとを

中間接合軸5ケ,6"’7''で蓮結し見張臺2の操縦鐙4/を用

い操縦するものである，而して燃料加減ハンドル5或い

は5'を廻鱒すると連結軸'5を介して調速瀞14のバネが

締め或いば弛められ従って磯關の運韓ほ調速器により任

意の状態に置かれる．また前後進切換ハンドル12,12'或

いはクラッチハンドル13,13ﾉを廻韓すると之等廻韓渥よ

りハンドル軸6或いは7のカム22が操碓される．筌氣

分配弁8或いは9は撲關の逆縛機或いば推進器嵌腕クラ

ッチのサーボモーターを操作して．機關の前後進切換或い

は推進器軸クラッチの嵌腕を行うことが出來，更に起動

ハンドル10,10'を操作すると連絡コード18を介して機

關の起動案内弁操作カム軸が廻韓され起動開閉弁の開閉

を行うことが出来る．

以上のように本考案によれば遠隔操縦における室氣分

配弁の操作が極めて容易であり．震た各操縦室毎に塞氣

分配弁を配置しなくても中間接合軸左嵌脱する極めて簡

単な操作にまつで操縦室或いは見張蔓から適時機關の運

鍾を行うことが出来るものである．

天然減・新刊

上野喜一郎著（日本岡書館協會推薦岡書）

船の歴史（第一巻）
古代中世篇

A5上製280頁定債380圓("30圓）

内‘容

1船の起源

’1.硲2．船の起り3.褐譜4．割船5.鴎譜

’6．縫合船7.構造脂8．船の材料と動力

2“西洋の船

1．エジプト時代2．フェニシヤ時代3．ギリ

シヤ蒔代4ローマ時代5.北駿の初期時代

6bn世紀及び12世紀7.13世紀及び14世紀

8．15世紀及びｴ6世紀9．17世紀10.18世
’‘紀

3・日本の船、／
1.古代．2，大和時代3．奈良時代4.平安

時代5｡鎌倉時代，6.室町時代7.安土桃

山時代8.江戸時代．

’

軍
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世界的儘良厄綿饗呂
近代的な卿囲用勵楜反天井用材
ジヨンズ・マンウ毒ル

マリナイト
詳細は下記へ御間合せ下さい。

この造作用材は次のような12の長所を兼備しております。

重量が軽い点●強靱な点

耐火性⑱シミやカビが出来ない点
耐腐蝕性④滑らかな表面

切断取付が簡易、容易⑬修理が簡単容易

仕上も簡単、容易・豪壮な外観

色々な仕上が出来る点●長持ちする点
米国ジヨンス・・マンウヰル株式会社
日本総代理店

③

⑭

《
》

q】

●

●

ｌ
中

JOHNS･HANvILL[

）

PRODUCTS

１
１

」

東京興業貿易商会！皇

東京都港頂乏新一橋ニノ三○〔樫喜ビル〕

里阪零東産北薙襲豊溌6．溌鰯鑑鯛
電．話･船場･4191｡4192｡4430
名古屋市中区鉄砲町一ノー一八〔広小路ピル内）

§嚴市鰡属;四饗健電露｡恵山‘”Ⅱ

本､謎

大阪支店

名古屋出握所

富山出張所

,’
9
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航海時計
防風窓

舶用各

探照燈
ランク

（中三針型八日捲）
及旋回窓

種計唾器

及信貌燈
ン（電氣淨燈）
玲唾渉一→‐←函一一

篭
；

式 會祗＃

キディ火災探知装睡

…･J1

灘蕊蕊

1

亀
株 式會祗 ＃

；
東京計器製造所 鐵
本近東京都大田瞳東蒲田4～31

TEL蒲江I(03)2211-9

束京醤業所東京都中央匪蕨橘’～2
セントラルピル7階

TEL京橘<56)957.1414.2257｡6012

紳戸螢業所脚戸市生田睡元町通う～60

TEL元町(2)1891
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東京都千代田画紀尾井町3番地電話九段(33)22“。8721
本店瑞西國チューリッヒ市第八区ゼーガルテン街2番地
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揚 貨機・揚錨機用電動機

多翼型・軸流型電動鐙風機

自動。手動管制器。配電盤

電話下谷<S3)ユテ23.4849.5065
富士工場静岡県富士都富士日r中島町3誼電話(富士)612

多翼型電動送風機
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錨 夢
CO2瓦斯消化装置

空氣管式自動火災警報装置

其他警報瀦火機器一般
言受言十．

尭呈,f信．

コニニ芦．

爆全

〆入皐

鱸職工難鵡濫
』祷浬耐東京零〒代田甑丸囚四ノー三

磁豚九厘C3〕8307－夕
泳遍市下京区h九通七脚下"F

砺話下くう〕6’426

代瑚店浅野物産株式会社
服 部
本就栗束都

矼話京掘
支店大阪市

… 栗束部中央歴銀座西四丁目
矼話束播(56】－代21，4)，3196(3)
大阪市束歴博努町四丁目
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各種發廼樫

各種電動錘

船舶用無線楼

直流電氣扇

電動揚鰹撹

配睡盤

大腰顕稗ピル

鵡岡天紳ビル

仙台東－．裾丁

縦島袋町

電動揚貨機

電動操舵穣

電動遥風機

船舶用冷凍機

船舶用厨房器

愛座器

索京ピル

名古屋贋小路通

札幌南一條

電山安住剛
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大仁東二丁目
本橘本町二丁目

様式雷厳鰯
旧戯名醒動圏製造橡式脅証

②
直
直
電
Ｋ

卜
■
’
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､ザ

錨
…噌劉

(15KVA電勤發電駿
<溌Y藤譜御使用＞

電動發電".

配電盤．起動器
蕊

MA式自動電墜調整器“-アリソグ。ウインチ用57IP直流電馴幾〕

臼水雷氣精器様義會耐奮小穴製作所

藩川北電氣製作所 rNip!onEleEtriclndustryCo.,Ltd.)

審鱒東京都鍵田腫寺島町3-39電話城東側2156-9“0｡"3s
大阪製造所大阪市城東腫今幅北1－18電話城東〈33)4231－4
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◇全要製品◇・

電動揚貨機

電動繋船機

電動揚錨機

電動操舵援

-－ー

L－－

ー

用電動機

用電動機

電整

御装置

機
進

Ｉ

挿
推
配
帝

電動揚貨機5砥

＝”“

200KW直流發雷機

東京都中央匠日本揺本町Iの15

東京芝浦電氣株式會社
,、3tL 戸

－－-－

〃凡弘舵 ("℃MA刀疸 DER
－

英國フューズア'一ク會祗製

自動電弧､'熔接機

"MARINE''TYPEWELDER
近代的造船所ノ必

壷
一
ｍ

ロ
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日 本總代理店

豐ﾘｭー｡ｳｴｱ商會剛ﾕー．エウア様式會赦アン
東京都千代田厘丸ノ内仲八競館〔27〕0

機械部
871-608391－2

兆銀行ビル〔23）5491,7030大阪市東I砥平野町5丁目13・‐マーカンダイ
’

一



－ 〆
恥 砕T－

霞
古 ー

■
Ｉ
■
■
Ⅱ
１
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
８
１
８
８
日
０
９
１
Ｉ
？
。
’
心
ｌ
Ｂ
１
ｊ
Ｌ
Ｉ
Ｔ
凸
■
１
６
３
Ｉ
９
ｊ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
１
１
３
■
■
■
二
Ｂ
■
ｎ
Ｊ
Ｉ
且

船
舶
第
二
十
五
巻

蕊＝ 昭
和
五
年
三
月
｝
一
十
脚
第
三
蔽
蝉
似
物
認
可

譜
再
隷
辻
謎
即
熱
．
鏑
賄
醗
一

～

①JRCレーダーは全部國産部品を使用してお<)ます

から,部品の補給，修理其他に御不便をかけること
が御座いません。

②回路は弊牡潤特のものでありまして，米英の各種

マリン・レーク．一の回路駐比較撤討した結果を綜合
／致したものでありますも

；③戦前戦後を通じての研究の糯華であるレーダー用
JRCマグネ1､戸ンは弊祗上の誇<)とするところであ
ります。
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無線通信機魚群擁知機測探雷
h

ロラソ受偏機方位測定装遜眞室管
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口径

風量

風塵

回轤

電動機

800甲x2stage

4UCM:i!1-n

l20mmWG

18"r/m

20HP
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